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は　じ　め　に

さつま町教育委員会では，「さつま町教育振興基本計画」の計画期間が令和元年度に終了するにあたり，新たに「第２次さつま町教育振興基本計画」を策定しました。

これまでの本町の教育行政における施策の成果や課題等を踏まえるとともに，国・県の教育振興計画の方向性を参酌し，さらに，令和元年度に児童生徒，保護者，校長，教職員等を対象として実施した「アンケート調査」の結果等を踏まえ，令和２年度（20２０）を初年度として，将来における本町の教育の姿を明らかにしたものです。
本計画は，本町の教育行政の最も基本的な考え方を示した「さつま町教育大綱」の基本理念である“さつまの挑戦　未来を拓く　人づくり”の実現に向けた取り組みを，今後，５年間（令和２年度（２０２０）～令和６年度（２０２４）で計画的に推進するため，６つの教育基本施策と１８の教育基本項目等を定めたものです。
今後，本計画に定めた施策に着実に取り組み，さつま町の教育のさらなる飛躍，発展のため，学校，家庭，地域，町民の皆様とともに取り組んでいくことが何よりも重要であると考えております。
結びに，本計画の策定に際し，貴重なご意見及びご審議をいただきました多くの皆様や「さつま町教育振興基本計画検討委員会」委員の皆様，ご協力をいただきました関係者の方々に感謝を申し上げるとともに，町民の皆様の一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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1 [bookmark: _Toc35438288]教育振興基本計画の策定にあたって

[bookmark: _Toc35438289]教育振興基本計画策定の背景
近年，少子高齢化の進行やグローバル化の進展，ＩＣＴ（情報通信技術）やＡＩ（人口知能）の発達などにより，社会情勢が大きく変化するとともに，個々の価値観やライフスタイルも多様化してきました。
また，時代とともに教育分野においても，少子化や核家族化，ＳＮＳの普及により，人と人とのつながりや地域との交流・連帯意識の希薄化，いじめ・不登校問題など，子どもたちを取り巻く環境が大きく変化してきました。

国は，社会情勢の変化や子どもたちを取り巻く教育環境の変化を踏まえ，平成１８年１２月，６０年ぶりに「教育基本法」の全面改正を行い，平成２０年７月に政府として，はじめて“教育の姿”を明らかにした「第１期教育振興基本計画」を策定しました。

改正教育基本法には「地方公共団体は国の教育振興基本計画を参酌し，それぞれの地域の実情に応じて当該地方公共団体における教育の振興のための施策に関する基本的な計画を定めるよう努めなければなない。」と規定され，本県においては，平成２１年２月に「第１期鹿児島県教育振興基本計画」が策定されました。

さらに，平成２７年４月には，地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部が改正され「地方公共団体の長は，教育基本法第１７条第１項に規定する基本的な方針を参酌し，その地域の実情に応じ，当該地方公共団体の教育，学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱を定めるものとする。」ことなどを規定した教育行政に関する抜本的な改革が行われました。
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[bookmark: _Toc35438290]さつま町教育振興基本計画の策定状況
教育委員会では，改正教育基本法に基づき，平成２２年３月，さつま町における１０年間の“教育の姿”を明らかにした「さつま町教育振興基本計画」を策定し，併せて，平成２６年度までの前期５年間における具体的な施策等を掲げ，教育行政の推進に努めてきました。
　
平成２７年３月には，前期５年間の具体的な施策等の課題を検証，整理するとともに，国・県における「第２期教育振興基本計画」を参酌しながら，平成３１年度までの後期５年間における「さつま町教育振興基本計画（後期）」を策定し，本町の教育行政を推進してきました。
   
さらに，教育行政の組織，運営に係る抜本的な改革が進められる中，平成２７年４月，県内ではじめて「さつま町総合教育会議」を開催し，「さつま町教育振興基本計画（後期）」を「さつま町教育大綱」として位置付け，町長と教育委員会が連携して，より効果的に教育行政を推進する総合的な施策を展開し，まちづくりと教育施策が一体となった取り組みを展開してきました。

[bookmark: _Toc35438291]第２次さつま町教育振興基本計画策定の意義
教育政策を推進するにあたっては，法令を遵守するとともに，国・県の教育振興基本計画に基づき，全国的な教育の機会均等や教育水準の維持，向上を推進していく必要があります。

さらに，本町における人口減少・少子高齢化の進行など，教育分野に及ぼす影響や地域の実情，多様化する住民ニーズに応じた計画的な施策を展開していくことが重要です。

未来を拓く子どもたちのよりよい教育環境を充実させるため，本町の将来における“教育の姿”や教育政策を総合的に明らかにするため，引き続き，「第２次さつま町教育振興基本計画」を策定します。計画の体系図
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1. [bookmark: _Toc35438292]さつま町の教育振興基本計画

1. [bookmark: _Toc35438293]第２次さつま町教育振興基本計画の構成
地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３の規定に基づく「地方公共団体の教育，学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱」（以下「教育大綱」という。）と，教育基本法第１７条第２項の規定に基づく「教育振興基本計画」の２つで構成します。

このため，“さつま町教育大綱”では，本町の教育分野における『基本理念や教育の基本目標，教育基本方針』などを“第２次さつま町教育振興基本計画”では，教育大綱に基づく『教育基本施策や教育基本項目』など，それぞれを定めることとします。

[bookmark: _Toc35438294]各種計画との整合と位置付け
国の第３期教育振興基本計画（計画期間５年：２０１８～２０２２）及び鹿児島県教育振興基本計画（計画期間５年：２０１９～２０２３）を参酌します。

また，「第２次さつま町総合振興計画」，「まち・ひと・しごと創生総合戦略」との整合を図るとともに，教育委員会の所管事務を対象とし，教育に関する諸計画との整合を図ります。

さらに，「さつま町教育大綱」及び「第２次さつま町教育振興基本計画」は，本町の教育分野における最上位の計画として位置付けます。

[bookmark: _Toc35438295]計画期間

★「さつま町教育大綱」（１０年間）
令和２年度（２０２０）            から              令和１１年度（２０２９）
2年
(2020)
3年
(2021)
4年
(2020)
5年
(2023)
6年
(2024)
7年
(2025)
8年
(2026)
9年
(2027)
10年
(2028)
11年
(2029)



☆「第２次さつま町教育振興基本計画」（５年間）
令和２年度（２０２０）から令和６年度（２０２４）さつま町の教育　「さつま学」とは？

　ふるさと「さつま町」の豊かな自然や地域に深く根付いた歴史や伝統，地域の発展に尽くした先人の生き方，地域資源を生かした町民の主体的な活動などを教育資源と捉え，それらを生かしながら，幼児教育から学校教育，さらに，社会教育まで，生涯学習の観点に立って一貫した教育活動を展開することにより，郷土に誇りを持ち，郷土を大切にする心を育成する教育活動を「さつま学」として推進しています。
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[bookmark: _Toc35438296]教育を取り巻く時代の潮流

1. [bookmark: _Toc35438297]国の動向
教育基本法の改正
戦後６０年間，日本の教育の指針となってきた「教育基本法」が平成１８年１２月に改正され，「人格の完成」や「個人の尊重」などの普遍的な教育の目的は大切にしつつ，新たな教育の目標及び理念が明示されました。
さらに，教育行政における国と地方公共団体の役割分担や教育振興基本計画の策定等についても規定されました。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正
教育の政治的中立性，継続性，安定性を確保しつつ地方教育行政における責任の明確化，迅速な危機管理体制の構築，首長との連携の強化を図るとともに，地方に対する国の関与の見直しを図るため，地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律が平成２７年４月に施行されました。
教育委員長と教育長を一本化した新たな責任者「新教育長」を置くことや首長と教育委員会で構成される「総合教育会議」を設置すること，さらに「教育，学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱」を定めることなどが規定されました。

公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引の策定
少子化が進行する中，児童生徒のより良い教育環境を整備するため，平成２７年１月に「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引」が策定されました。
手引では，子どもたちは集団の中で切磋琢磨しながらの学習や社会性を高める学校の特質を確保するため，学校は一定規模以上を確保することが望ましいことや，地方公共団体の実情に応じた活力ある学校づくりの推進，地域コミュニティの核としての学校の活用など，学校教育の工夫などが盛り込まれました。
学校規模の分類
[image: ]


学校教育法の一部改正
学校教育制度の多様化・弾力化を推進するため，学校教育法の一部を改正する法律が平成２７年６月に施行され，現行の小学校及び中学校に加え，小学校課程から中学校課程まで学校教育を一貫して行う学校として，地方公共団体の裁量により「小中一貫教育」を実施することができるようになりました。

公職選挙法等の一部改正
少子・高齢化の進行に伴い，有権者全体に占める高齢層の割合が年々増加しており，若者の声をこれまで以上に政治に反映させるため，平成２７年６月に公職選挙法等の一部を改正する法律が施行され，年齢満１８歳以上満２０歳未満の者が選挙に参加することができることとなりました。
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成人年齢の引き下げ
令和２年（２０２０年）には，１８歳を迎えた者が成人と認められ，高校生であっても自分の意思で契約できるなど成人としての行為が可能となります。そのため，高校生を含む若年者が消費者トラブルや悪質商法の被害に巻き込まれないために必要な考え方を身に付ける消費者教育などが重要になります。

学習指導要領の改訂
「学習指導要領」とは，全国どこの学校でも一定の教育水準が保てるよう，文部科学省が定めている教育課程（カリキュラム）の基準です。
学習指導要領の改訂にあたっては，これまでの我が国の学校教育の実践や蓄積を活かし子どもたちが未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成することが示されました。
学校で学んだことが，子どもたちの「生きる力」となって，明日に，そして，その先の人生につながってほしい。これからの社会が，どんなに変化して予測困難になっても，自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，判断して行動し，それぞれに思い描く幸せを実現してほしい。そして，新しい時代の明るい未来を共に創っていきたい。令和２年度（２０２０年度）から始まる新しい「学習指導要領」には，そうした願いが込められています。
また，教科等の目標や内容を見渡し，特に学習の基盤となる資質・能力（言語能力，情報活用能力，問題発見・解決能力等）や現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力の育成のためには，教科等横断的な学習を充実する必要があること，加えて，「主体的・対話的で深い学び」の充実に向けて，単元など数コマ程度の授業のまとまりの中で，習得・探究のバランスを工夫することが大切であることなどが示されました。
＜学習指導要領等の改定のポイント＞
１　知識の理解の質を高め資質・能力を育む「主体的・対話的で深い学び」
　「何を学ぶか」だけでなく「どのように学ぶか」を重視した授業の改善
２　各学校におけるカリキュラム・マネジメントの確立
教育活動の質を向上させ，学習の効果の最大限化
　(1)  学校教育の効果を常に検証して改善する。
(2)  教師が連携し，複数の教科等の連携を図りながら授業をつくる
(3)  地域と連携し，よりよい学校教育を目指す。
※　三つの力をバランスよく育む教育の推進
　(1)  学んだことを人生や社会に生かそうとする力【学びに向か力，人間性など】
　(2)  未知の状況にも対応できる【思考力，判断力，表現力など】
　(3)  実際の社会や生活で生きて働く【知識及び技能】
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[bookmark: _Toc35438298]教育をめぐる社会の状況

人口減少時代の到来と少子高齢化の進行
少子化の進行に伴い，人口減少及び若年者の割合が低下し，本格的な人口減少社会が到来しています。
人口減少・少子高齢化の進行は，労働力の減少及び社会保障費の増加など，地域社会を維持するうえで，多方面にわたり影響を及ぼすことが懸念されています。
このため，教育分野においては，少子高齢化の進行や世帯の細分化に伴い，子どもたちの生活体験や自然体験の減少，人と人とのつながりの希薄化，規範意識や社会性の低下及び家庭の教育力の低下などが憂慮されます。人との関わりを大切にするコミュニケーション能力の育成のほか，保護者及び地域社会との連携・協力がより一層求められています。

社会経済のグローバル化
グローバル化の急速な進展は，各国の政治，経済のみならず伝統や文化などにも影響を及ぼし，予測困難な時代となり，社会自体を変質させるような変革をもたらすことが想定されます。
さらに，様々な人々と共生するためには，語学力をはじめとするコミュニケーション能力や郷土の伝統文化に関する知識などを身に付けるとともに，新たな知識の習得とそれを活用する力の育成が重要となります。
このため，教育分野においては，子どもたちが世界的な視野をもち，他国の文化や習慣を理解し，尊重するとともに，我が国の伝統・文化を愛し，共に生きる力の育成がより一層求められます。

情通信技術の発達
近年の著しいＩＣＴ（情報通信技術）の発達やＡＩ（人口知能）の飛躍的な進化は，日常生活において，利便性の向上やコミュニケーションの拡充などの面で期待されています。
一方，近年の子どもたちの携帯電話や情報通信機器の利用増加に伴い，メールやインタ
ーネット等を利用する機会が増え，トラブルに巻き込まれる危険が増大するなど，「ネット上のいじめ」という新しい形のいじめの問題も懸念されています。
このため，教育分野においては，ネット社会について十分理解するとともに，情報モラルや情報活用能力の向上を図るなど，インターネット等からの情報を正しく理解し活用できる知識や技術を身に付けることが必要です。

価値観の変化・ライフスタイルの多様化
個々の価値観の変化やライフスタイルの多様化が一層進むことが予想されています。個人の価値観を優先するあまり，利己的な個人主義を生み出すことにつながり，思いやりや感謝の心，奉仕や公共の精神などが失われつつあります。
このため，教育分野においては，学校のみならず，家庭や地域社会との協力・連携を深め，多くの人々との交流や他者との関わりの中から，様々な体験を積み重ねることで，人を思いやる心や助け合うことができる心を育む必要があります。


地方創生
人口減少及び少子高齢化社会が急速に進行する中，国は，地方公共団体に人口減少対策の地方版総合戦略の策定を要請し，各地で地方創生の取り組みが展開されています。
人口減少が続く中，持続可能な地域社会を形成するには，住民自らが主体的に行動し，主権者として自治を担うなど，まちづくりに積極的に関わることが重要です。
このため，教育分野においては，主権者教育をはじめとして，地域社会が一体となって子どもたちの豊かな成長を支えたり，地域活動や多様な文化活動への参加を促進したりすることが重要となっています。

スポーツの大規模大会及び国際大会の開催
令和元年に「ラグビーワールドカップ２０１９日本大会」が開催され，本年は，「２０２０年東京オリンピック・パラリンピック」が開催されます。鹿児島県においても４８年ぶりに第７５回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会」，第２０回全国障害者スポーツ大会が開催されることから，本県や国全体でスポーツへの関心の高まりが期待されます。
このため，教育分野においてもスポーツの振興，発展を図ることを目的として，スポーツ競技やトップアスリートの活躍から学ぶ教育をはじめ，スポーツを通じた町民の健康増進と体力の向上を図っていく必要があります。
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[bookmark: _Toc35438299]本町の教育行政を取り巻く状況

1. [bookmark: _Toc28017694][bookmark: _Toc29887644][bookmark: _Toc35438300]本町の人口・世帯数の推移

本町の人口は，平成27年の国勢調査時点で22,400人となっており，昭和60年から30年間で，7,884人減少しています。
また，昭和55年から昭和60年にかけて，老年人口（65歳以上）が年少人口（0～14歳）を上回り，早い段階で少子高齢化の進展が始まりました。
世帯数も減少傾向にあり，平成27年の国勢調査時点で9,690世帯となっており，30年間で，325世帯減少しています。
世帯当たり人員も，年々少なくなっており，平成27年の国勢調査では，1世帯当たり2.3人となっています。
人口及び世帯数の推移
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[bookmark: _Toc28017695][bookmark: _Toc29887645][bookmark: _Toc35438026][bookmark: _Toc35438301]年齢別人口の推移

年齢3区分別人口の推移をみると，15歳未満人口は昭和60年の5,508人から平成27年には2,592人へと減少し，人口に占める比率も1割程度となっています。
一方，65歳以上人口は，昭和60年の5,907人から平成27年には8,472人と4割弱の人口比率となっています。
年齢別人口割合の推移をみると，65歳以上人口の割合は年々増加し，昭和60年時点で15歳未満人口比を上回っており，早い段階で少子高齢化が進展してきました。

年齢別人口の推移
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[bookmark: _Toc28017696][bookmark: _Toc29887646][bookmark: _Toc35438027][bookmark: _Toc35438302]将来人口

本町の将来の戦略人口と小・中学生数について，平成27年12月に策定された「さつま町人口ビジョン」では，以下のようになっています。

　目指すべき将来の方向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         
　(1)　将来人口推計
　　　　社人研※準拠推計では，本町の将来人口は2060年に11,116人と推計されています。
しかし，以下の前提条件（人口減少抑制に向けた取組実施）においては
2060年：15,166人と 1.5万人超を維持　    する結果となっています。
	前提条件

	※社人研準拠推計をベースに，以下の条件を設定

	合計特殊出生率向上
	①2014年：1.78から※2020年：1.89へ引き上げ 
※　出生数：2014年比＋10人/年
その後，2040年：2.1へ段階的に引き上げ，以降は2.1で一定

	移住者
受け入れ
	②「25～39歳」の世帯が，毎年「2014年比 ＋9世帯」町内へ移住
世帯の子どもが1人
③「60～64歳」の世帯が，毎年「2014年比 ＋6世帯」町内へ移住
子どもは移住しない

	人口流出抑制
	④高校卒業時の地元就職者数が，毎年「2014年比＋10人」に増加



[image: ]将来人口推計











[image: ]年齢3区分別人口・割合推移
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※　社人研：国立社会保障・人権問題研究所

各年齢層における推計結果

【社人研推計】
2060年11,116人
【本町試算】
2060年15,166人
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③「60～64歳」の世帯が
毎年「2014年比＋6世帯」移住
＜子ども（15歳未満）＞
＜子育て世代（25～39歳）＞
＜子ども（15歳未満）＞
＜子育て世代（25～39歳）＞
＜若年層（20～24歳）＞
＜若年層（20～24歳）＞
＜熟年層（60～64歳）＞
＜熟年層（60～64歳）＞
【前提条件（①～④】
＜幼児（0～4歳）＞
＜幼児（0～4歳）＞
合計特殊出生率の向上
①現状：1.78から
2020年：1.89へ
以降、2040年：2.1へ
段階的に引き上げ。
移住者受入
②「25～39歳」の世帯が
毎年「2014年比＋9世帯」移住　※世帯に子ども1人
人口流出抑制
④高校卒業時の
　地元就職者数が
毎年「2014年比 ＋10人」


































































[bookmark: _Toc28017697][bookmark: _Toc29887647][bookmark: _Toc35438028][bookmark: _Toc35438303]校区別人口・世帯数の推移

本町の校区別に平成17年から平成27年までの10年間の人口の推移をみると，すべての校区で減少傾向にあります。
また，平成３１年（令和元年）と平成２７年の５年間で最も人口が減少したところは山崎小校区で３０４人，盈進小校区で２５６人となっています。
世帯数は，流水，佐志，紫尾，求名小学校区で増加しており，核家族化の進行や外国人在住者世帯がその要因として考えられます。

[image: ]校区別人口，世帯数の推移





































[bookmark: _Toc28017698][bookmark: _Toc29887648][bookmark: _Toc35438029][bookmark: _Toc35438304]小学校児童数及び学級数の推移

平成2２年度以降，町内の児童数は減少傾向にあり，平成3１年度は児童数1,0１９人となっています。平成2２年度と比較すると，児童数は1１.９％の減少となっています。平成28年度から学校再編計画により統廃合が行われ，学級数は減少となっています。

児童数・学級数の推移
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[bookmark: _Toc28017699][bookmark: _Toc29887649][bookmark: _Toc35438030][bookmark: _Toc35438305]中学校生徒数・学級数の推移

平成2２年度以降，町内の生徒数は減少傾向にあり，平成3１年度は生徒数5０６人となっています。平成2２年度と比較すると，生徒数は１７．６％の減少となっています。学級数は，１０年間で減少や増加を繰り返し，平成３１年４月の中学校再編により学級数は２５学級から１６学級となっています。

[image: ]生徒数・学級数の推移
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[bookmark: _Toc28017700][bookmark: _Toc29887650][bookmark: _Toc35438031][bookmark: _Toc35438306]学力の状況（学力・学習意欲）

鹿児島県教育委員会が実施している「鹿児島学習定着度調査」による本町の児童生徒の学力の状況を見ると，小学校では，４教科全てで県や地区の平均正答率※を上回っており，学力の定着について概ね良好な結果となっています。
中学校は，県平均と同等か上回る教科もありますが，全体的には県や地区を下回る傾向にあります。特に社会科は県平均正答率との差が大きく学習内容のより一層の定着が必要です。
  　また，県との平均正答率の差を，過去の調査を基に経年比較してみると，年々県平均を上回っていく教科もありますが，全体的にはどちらの学年とも，年々県との差が広がっている傾向にあります。
　　「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業への改善と，思考力・判断力・表現力等を高めるために過去問等を活用した習熟を図る場の充実が求められます。

鹿児島県学習定着度調査（平成30年度）】正答率による比較
〔小学校５年生（現小６）の結果〕
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〔中学校１年生（現中２）の結果〕
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[image: ]　　　　　　　〔中学校２年生（現中３）の結果〕










※　正答率とは例えば１００人受験した項目で４２人が正答した場合，正答率は，42％になります。

鹿児島県学習定着度調査の推移　県平均を０とした場合の比較

〔県と町との差の同一集団比較　中学校１年生（現中２）〕
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〔県と町との差の同一集団比較　中学校２年生（現中３）〕
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[bookmark: _Toc28017701][bookmark: _Toc29887651][bookmark: _Toc35438032][bookmark: _Toc35438307]教職員数の推移

本町の小・中学校の職員数は減少傾向にあり，平成2２年度と比較すると小学校で1３.0％減少，中学校では，平成３１年４月の中学校再編により教職員数は，６５人から３５人となっています。
小・中学校の教職員数の推移
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[bookmark: _Toc28017702][bookmark: _Toc29887652][bookmark: _Toc35438033][bookmark: _Toc35438308]特別支援教育の推移

平成19年度に特別支援教育が法的に整備され10年余りが経過し，全国的に特別支援教育の対象となる幼児・児童生徒の数は増加傾向にあります。
本町でも同様の傾向にあることから，特別支援教育支援員の確保とともに，特別支援教育の充実を図っていくことが重要となります。

[image: ]特別支援学級在籍の児童生徒数の推移























※知：知的障害特別支援学級　自：自閉症・情緒障害特別支援学級　肢：肢体不自由特別支援学級

[image: ]通常の学級に在籍している特別な支援が必要な要支援児童生徒数の推移







[image: ]特別支援学校児童生徒数の推移







[image: ]特別支援教育支援員※の推移




※　特別支援教育支援員は，通常の学級及び特別支援学級の対象児童生徒の支援を行う。
[bookmark: _Toc29887653][bookmark: _Toc35438034][bookmark: _Toc35438309]外国人労働者の増加に対応した学習支援

近年，本町の企業等で働く外国人労働者が増加しており，約４００名の外国人が町内に居住しています。外国人労働者の増加に伴い，言葉の壁や生活習慣，お互いの文化を理解し合える学習機会の創設や積極的な交流活動など，町民と触れ合う環境づくりとともに，外国の子どもたちが安心して学べる学習環境の整備，教育の充実に努めていく必要があります。
[image: ]さつま町在住外国人数






















[bookmark: _Toc28017703][bookmark: _Toc29887654][bookmark: _Toc35438035][bookmark: _Toc35438310]体力・運動能力の状況
　　
全国体力・運動能力，運動習慣等調査の結果を見ると，本町の児童生徒の体力・運動能力は，全体的には全国や県とほぼ同等といえますが，上体起こしが小・中学校男女とも全国平均を下回っていることから，柔軟性を高めていく必要があります。
    また，「運動が好き」と回答している児童生徒が全国に比べて多く，小学校男女と中学校男子で約９割，中学校女子で８割が「好き・やや好き」と回答しています。

[image: ]〔小学校は５年生（現小６），中学校は２年生（現中３）の結果〕














[bookmark: _Toc29887655][bookmark: _Toc35438036][bookmark: _Toc35438311]健康面、生活面の状況

健康面では，毎日朝食を摂る児童生徒の割合が全国平均より多いですが，毎日摂らない児童生徒も２割に近く，更に食育の充実を図る必要があります。
テレビやゲーム，スマホ等を見る時間は，全国に比べると小・中学校とも少ない傾向にありますが，２割程度の児童生徒が平日に１日３時間以上視聴していると回答しており，不規則な生活や体を動かす時間の減少などが懸念されます。
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[bookmark: _Toc28017704][bookmark: _Toc29887656][bookmark: _Toc35438037][bookmark: _Toc35438312]学校施設等の状況

本町の人口は，盈進小学校校区に集中しており，全人口の45％を占めています。また，盈進小学校の児童数は，全体に対する5割を占めています。
宮之城地区には小学校が4校（山崎小校区，盈進小校区，流水小校区，佐志小校区），中学校が１校，鶴田地区には小学校が2校（鶴田小校区，柏原小校区），薩摩地区には小学校が3校（求名小校区，永野小校区，中津川小校区）あります。

[image: ]地区別の学校施設配置状況













































[bookmark: _Toc28017705][bookmark: _Toc29887657][bookmark: _Toc35438038][bookmark: _Toc35438313]財政の状況

平成２２年度以降一般会計における歳入決算額は，149億円から15８億円で推移しており，歳出決算額は，1３４億円から14８億円で推移してきました。
歳入における普通交付税※は，合併算定替による加算が合併後10年間（Ｈ１７年度からH26年度まで）は継続され，その総額は，約54億円から６０億円で推移してきました。その後の5年間（H27年度からR元年度まで）で段階的に加算額が縮減され，令和元年度の普通交付税は約４４億円となる見込みです。
さらに，令和2年度（合併後15年後）からは，合併算定替による普通交付税への加算がなくなることから，今後，普通交付税の縮減や人口減少，少子高齢化等も含め，町ではこれまで以上に厳しい財政運営となることが見込まれます。

















[image: ]本町の教育行政を取り巻く状況
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※普通交付税：行政サービスに極端な差が出ないよう，財源不足額に見合う額を一定のルールに基づき各自治体ごとに，その年に国から配分される額（財源）
※実質公債比率：自治体の歳入に対する地方債などの借入金の返済額の割合を指標化したもの。通常，３カ年分の平均値。
[bookmark: _Toc28017706][bookmark: _Toc29887658][bookmark: _Toc35438039][bookmark: _Toc35438314]教育費の状

近年，小・中学校の再編に伴う学校施設整備や老朽化した施設等の改修により，町の一般会計歳出決算額における教育費が増加しています。
今後においても，令和４年４月の小学校再編に向けた新校舎の建設や長寿命化計画に基づく施設改修，情報化社会に対応したネット環境の整備，児童生徒１人１台を目標としたタブレットの整備など，教育費予算の増加が見込まれており，教育分野における財源の確保がますます必要となることが予想されます。

























[bookmark: _Toc35438315]教育行政における現状と課題
1. [bookmark: _Toc28017708][bookmark: _Toc29887660][bookmark: _Toc35438041][bookmark: _Toc35438316]幼児教育の充実
◆  幼稚園教育要領，保育所保育指針及び幼保連携型認定こども園教育・保育要領が，平成30年度から施行され，各幼児教育施設では改訂の趣旨に沿った教育・保育の充実が図られています。
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◆  近年，幼児期の教育がその後の生活等へ与える影響に関する研究が進み，幼稚園や保育所，認定こども園の区分や設置主体の違いに関わらず，全ての子どもが健やかに成長できるよう，幼児期から質の高い教育を提供することの重要性が高まっています。
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◆  世帯構造の変化や地域社会の変化に伴い，子育てについての悩みや不安を多くの家庭が抱えながらも身近に相談できる相手がいないといった家庭教育を行う上での課題が指摘されており，子育てに喜びや生きがいを感じ，子どものよりよい育ちを実現できるような子育て支援が求められています。
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[image: ]さつま町教育行政の現状と課題
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· 　基本的な生活習慣が十分身に付いていないなど，家庭の教育力の低下が大きな課題となっています。
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· 少子化や外で遊ぶ機会が少なくなり，自然とふれあう遊びや社会体験の不足，コミュニケーション能力の低下などの傾向が見られることから，育児サークル等のふれあいの場の環境づくりが求められています。
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[bookmark: _Toc28017709][bookmark: _Toc29887661][bookmark: _Toc35438042][bookmark: _Toc35438317]学校教育の充実
◆　学校区ごとの自然・産業・歴史文化等を活かした「さつま学」を推進しています。
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◆　いじめ問題等に関しては，「町いじめ防止基本方針」を基に，早期発見・早期対応に努めていますが，不登校児童生徒は年々増加傾向にあり，教育委員会・学校・家庭・関係機関等の連携が重要となっています。
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◆　「さつまの３構え」（身構え・心構え・物構え）に沿って，学習の準備・姿勢・態度等の指導が全町的に実施されており，基礎的・基本的な知識・技能は概ね習得されていますが，それを活用する力に課題が見られます。
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◆  教育基本法等の改正及び学習指導要領の改訂の趣旨を踏まえ，今後求めら
れる学力である基礎的・基本的な知識及び技能の習得，思考力，判断力,表現力等の育成，学習意欲の向上や学習習慣の確立を図る必要があります。
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◆  本町児童生徒の学力の状況を見ると，小学校では，県や地区の平均正答率を上回っており，中学校は，県平均と同等か上回る教科もありますが，全体的には県や地区を下回る傾向にあり，授業の改善を含め，基礎的，基本的な学習内容のより一層の定着が必要です。
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◆　学習指導要領の改訂に伴い，英語教育，国際理解教育などの一層の充実が求められています。今後も，英語教育指導助手(AＬT)の活用による英語教育や，地域人材を活用した国際理解教育などの取り組みみをさらに充実することが必要です。

[bookmark: _Toc29887662][bookmark: _Toc35438043][bookmark: _Toc35438318]特別支援教育の充実
◆　障がいのある全ての幼児・児童生徒の教育的ニーズに応じた適切な指導・支援や相談・支援体制の一層の充実を図ることが求められています。
◆　近年，特別な支援を要する児童が増加していることから，個々のケースに応じた適切な対応，指導が必要です。
◆　小・中学校等における校内支援体制の充実や研修会の実施，教員の専門性の向上，進学・就学時の切れ目ない支援の推進，就労支援などに取り組んでいます。
◆  平成28年４月に施行された障害者差別解消法において，基礎的環境整備や合理的配慮の提供が義務付けされました。特に，合理的配慮については，本人及び保護者の要望に基づき，設置者，学校，本人及び保護者が実施可能な配慮について十分に話し合い，合意形成を図ったうえで，適切に提供していくことが必要です。




[bookmark: _Toc28017710][bookmark: _Toc29887663][bookmark: _Toc35438044][bookmark: _Toc35438319]ＩＣＴ（情報通信技術）環境の整備と情報活用能力の育成
◆　国のＩＣＴ環境の整備方針等も踏まえ，学校におけるＩＣＴ環境の整備を推進するとともに，教科指導等におけるＩＣＴの効果的な活用により，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善や児童生徒の情報活用能力の育成に努める必要があります。
また，子どもたちの論理的思考力を高めるため，プログラミング教育の充実に努める必要があります。
◆　タブレット型コンピュータやデジタル教材などのICT環境を充実し，活用することが，児童生徒の学習意欲を高め，学力の向上に資する授業を展開するために必要となってきています。

[bookmark: _Toc28017711][bookmark: _Toc29887664][bookmark: _Toc35438045][bookmark: _Toc35438320]急速に発展する情報化社会への適切な対応
◆  平成３０年度の高校生の携帯電話，スマートフォンの所持率は95.4％であり，小学生，中学生の普及率も高まりつつあります。
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◆　急速に発展する社会の情報化に対応するため，児童生徒の情報活用能力を育むとともに，プログラミング教育，情報モラルの育成の充実が求められています。そのため，ネット依存，情報モラルや外部からの情報を適切に判断し，ネット犯罪の被害から身を守ることについて早期からの体系的な指導を充実させる必要があります。
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[bookmark: _Toc28017712][bookmark: _Toc29887665][bookmark: _Toc35438046][bookmark: _Toc35438321]第２次学校規模適正化の推進
◆　本町の児童生徒数は減少を続けており，この傾向は当面の間，継続します。法令上，学校規模の標準は，小・中学校ともに「12学級以上18学級以下」とされています。本町では，ほとんどの小学校が適正規校を下回っている状況にあります。
◆　少子化の進展により児童生徒数の減少や学校の小規模校化が進んできており，今後も更なる人口減少や少子化が予測されていることを踏まえると，学校規模の適正化について検討が必要になってきます。児童生徒にとって望ましい教育環境はどうあるべきかという観点に立ち，保護者や地域住民等の理解や協力を得ながら進めていくことが必要です。
小・中学校の学級数（令和元年５月１日現在）
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[image: ]小・中学校の学級数の内訳（令和元年５月１日現在）
















[image: ]小学校児童数の現状と将来予測(R元年12月１日現在) （教育総務課調べ）　





　

　	
[image: ]小学校入学予定者の推移予想　R元.12.1現在（教育総務課調べ）






[image: ]中学校生徒数の現状と将来予測(R元年12月１日現在) （教育総務課調べ）




[image: ]中学校校入学予定者の推移予想　R元.12.1現在（教育総務課調べ）






[bookmark: _Toc28017713][bookmark: _Toc29887666][bookmark: _Toc35438047][bookmark: _Toc35438322]安全・安心な教育環境の整備
◆　近年，通学路における交通事故の発生や児童生徒に危害を加える事件が発生し，大きな社会問題となっています。
児童生徒に防犯を含む生活安全や交通安全等についての教育を行うとともに，通学路の安全点検や安全指導の充実，自然災害に備えた避難訓練など児童生徒等の安全を守るための取り組みを推進していく必要があります。
学校施設においては，児童生徒の学習・生活の場であるとともに，災害時には地域住民の応急避難場所としての役割を果たすため，その安全性の確保は極めて重要となっています。
宮之城中学校生徒の通学状況（令和元年10月1日現在）
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　　宮之城中学校バス通学の状況
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[bookmark: _Toc28017714][bookmark: _Toc29887667][bookmark: _Toc35438048][bookmark: _Toc35438323]学校施設等の中長期的な維持管理
◆　小・中学校，学校給食センターを合わせた学校施設の延床面積は全体の約3分の1を占めています。これらの学校施設等は，近い将来に改築や大規模改修を行う必要があり，町の財政の大きな負担となることが考えられます。このため，学校施設等の中長期的な維持管理等に係るトータルコストの縮減及び予算の平準化を図りつつ，長期的な予算配分を確立していくことが必要です。
公共施設等の状況
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[bookmark: _Toc28017715][bookmark: _Toc29887668][bookmark: _Toc35438049][bookmark: _Toc35438324]学校施設の老朽化，機能性の充実
◆　老朽化した学校施設が多く，適正な維持管理に努める必要があります。
◆　学校施設等は築30年以上経過している建物が多く，これまで耐震診断結果に基づき耐震補強・大規模改修工事を実施してきました。
しかしながら，建築から長い年数が経過し建物の老朽化が進んでいることや施設設備の不具合もでてきていることから，近い将来において，建替を含めた対策が必要となっています。
さらに，防災機能整備，強化やバリアフリー化，環境への配慮など学校施設に求められる時代のニーズに対応するための対策が課題となっています。
◆　学校再編計画の進捗状況を踏まえ，学校給食センターの統廃合を行う必要があります。

[bookmark: _Toc28017716][bookmark: _Toc29887669][bookmark: _Toc35438050][bookmark: _Toc35438325]薩摩中央高等学校との連携
◆　 小・中学校・高等学校間では，連携した研究会の実施による児童生徒に関する情報交換や学力向上のための授業を通した研修などが進められていますが，今後，更なる学力向上を目指した連携が求められています。
◆　 町内唯一の高校である薩摩中央高等学校は，年々生徒確保が難しくなっており，専門的な技術習得や大学進学に優位なことが高校進学に影響していることから，特色ある学校づくりが求められています。
◆   長期的な生徒減少が進む中，生徒確保に向けた各種支援体制の強化を図るとともに，高等学校教育としての専門性の確保，教育水準の維持・向上など，町をはじめ，地域・学校が一体となって，魅力ある学校としての積極的な情報発信に努める必要があります。



[bookmark: _Toc28017717][bookmark: _Toc29887670][bookmark: _Toc35438051][bookmark: _Toc35438326]家庭教育の推進
◆  「家庭教育」は全ての教育の出発点であり，乳幼児期からの親子の愛情による絆で結ばれた家族との触れ合いを通じて，子どもが基本的生活習慣・生活能力，人に対する信頼感，豊かな情操，他人に対する思いやりや善悪の判断などの基本的倫理観，自立心や自制心，社会的なマナーなどを身に付ける上で重要な役割を担っています。
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◆　近年の核家族化，少子化等，家族形態の変化や地域のつながりの希薄化に伴い，本来，子どもが身に付けるべき礼儀や生活習慣，規範意識や社会的マナーが十分備わっていないなど，家庭や地域における「教育力の低下」が指摘されています。
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◆　家庭教育学級や乳幼児学級，学童期子育て講座などを開設し，家庭教育に対する支援に取り組んでいますが，子育てに関する不安や悩みがありながら，相談しなかったり，学習機会があっても参加しない保護者への対策が課題となっています。

[bookmark: _Toc28017718][bookmark: _Toc29887671][bookmark: _Toc35438052][bookmark: _Toc35438327]家庭教育の支援体制の充実
◆  家庭教育支援条例制定の趣旨を踏まえ，家庭教育の自主性を尊重しつつ，家庭の教育力を高めるため，地域ぐるみで子育てを支援する基盤の整備に努める必要があります。
◆  家庭教育を支援するための学習機会の提供や相談体制の整備を図り情報提供に努めるとともに，町，学校・家庭・地域，保健福祉関係機関，企業等と連携した取り組みを推進する必要があります。









[bookmark: _Toc28017719][bookmark: _Toc29887672][bookmark: _Toc35438053][bookmark: _Toc35438328]青少年の健全育成
◆　家庭と地域との結び付きが弱くなったことにより，地域や社会との様々な関わりを持ちながら成長発達していくことが難しくなってきていることから，「さつまの日」の取り組みを中心に地域の教育力の向上を図っていくことが求められています。
[image: ]







[image: ]






[image: ]














◆　地域社会には，子どもたちの日常を見守り，家庭における子育て支援や青少年健全育成等の取り組み，大人や異年齢の友人との交流を通じた様々な体験による人間性の育成等が求められています。
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◆　本町には，子ども会やＰＴＡ連絡協議会，地域女性団体や青年団等の社会教育関係団体，公民館等が地域づくりや家庭教育の充実，青少年の健全育成を目指し，地域に根ざした活動を行っています。

[bookmark: _Toc28017720][bookmark: _Toc29887673][bookmark: _Toc35438054][bookmark: _Toc35438329]生涯学習の推進
◆  人生１００年時代を見据え，人々がそれぞれのニーズに応じた多様な学習や学び直しの機会を充実させ，その学習成果を社会に生かしていくことができる生涯学習社会を構築することが求められています。
[image: ]本町の出前講座及び生涯学習講座の状況






◆　あらゆる世代の人々が「いつでも」「どこでも」学習できる環境づくりに向けて，町民や地域が一体となって進めていけるよう活動のあり方や運営についての改善を図っていく必要があります。
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◆  社会の急激な変化に伴い，一人ひとりが社会の中で自立して，他者と連携・協働しながら生涯にわたって生き抜く力や，地域の課題解決を主体的に担うことができる力を身に付ける必要があります。
◆  自らの可能性を追求しつつ，地域の一員として豊かな人生を送ることができるよう，多様化・高度化するニーズに対応した学習機会の提供や人材の養成に向けた学習環境の整備を図る必要があります。
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[bookmark: _Toc28017721][bookmark: _Toc29887674][bookmark: _Toc35438055][bookmark: _Toc35438330]スポーツを通じた健康づくりと生涯スポーツの促進
◆  町民に広くスポーツを普及し，健康増進と体力向上を図るとともに，いつでも，どこでも，だれでも気軽に，それぞれの関心や適性に応じて，主体的にスポーツに親しむことのできる生涯スポーツの推進を図っていくことが必要です。
◆　健康志向の高まりやスポーツを通じた健康の保持増進など，各種スポーツ大会の開催によるスポーツ交流の促進に努める必要があります。

[image: ]町各種大会への参加状況












◆　年代や種目の違い，健康づくりに対する意識の違いなど，スポーツニーズが多様化しており，これらの住民ニーズに対応し，参加者の拡充を図ることが課題となっています。
◆　日頃の運動不足による体力低下や生活習慣病の予防対策として，町民がスポーツに親しみ，生涯にわたり健康で心豊かな生活を送るためには，日常的に気軽にスポーツに触れ，楽しめる環境づくりと，生涯スポーツの普及，促進が求められています。

[bookmark: _Toc28017722][bookmark: _Toc29887675][bookmark: _Toc35438056][bookmark: _Toc35438331]競技力向上と競技団体の育成・支援
◆　少子高齢化の進行がスポーツ競技力にも影響し，競技人口の減少に伴う競技力低下が懸念されます。
◆　競技スポーツにおける競技力向上のためには，若年世代における適切な指導が必要であり，特にスポーツ少年団の指導者育成が重要となっています。
◆　令和２年（２０２０年）開催の『燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会』を契機として，町民のスポーツへの気運を更に高めていく必要があります。

[bookmark: _Toc28017723][bookmark: _Toc29887676][bookmark: _Toc35438057][bookmark: _Toc35438332]スポーツ少年団活動を通じた青少年育成の推進
◆　スポーツ少年団の活動が競技種目活動に偏り，勝利至上主義の傾向が見られるため，地域活動やボランティア活動などスポーツ活動以外の領域も取り入れたバランスのよい活動により，本来の目的である「人間つくり」，「体力つくり」を実践し，活動の基本理念に立ち返ることが課題となっています。

[image: ]スポーツ少年団の活動状況



[bookmark: _Toc28017724][bookmark: _Toc29887677][bookmark: _Toc35438058][bookmark: _Toc35438333]社会体育施設の適切な維持管理と有効活用の促進
◆　年代を問わず誰もが，いつでも，気軽にスポーツに触れ，楽しみながら健康づくりができるような施設環境へのニーズが高まっている中で，計画的な施設維持管理と，効率的な施設運営が求められています。
◆　学校施設開放は，身近でスポーツに親しめる環境づくりや地域の健康づくり，社会体育振興に大きく貢献しているため，小中学校の適正化計画による学校再編に伴う地域体育施設のあり方についての検討が求められています。





[bookmark: _Toc28017725][bookmark: _Toc29887678][bookmark: _Toc35438059][bookmark: _Toc35438334]芸術文化の創造と郷土文化の継承
◆　町民が郷土の歴史や身近な文化財に「触れ，学び，親しむ」ことで郷土を愛する心の醸成に努める必要があります。
◆　各学校において，地域の文化・産業遺産を取入れた教育活動を積極的に行うとともに，音楽や演劇等を鑑賞する機会を設け，豊かな心や感性，創造性，感動する心等の育成に取り組む必要があります。
◆　文化芸術活動は，小学校を対象に「市町村における青少年劇場」を活用し，２年に１回は鑑賞できる体制を継続していますが，県や文化庁の事業は申請が多いことから採択が難しいのが現状です。
◆　全国的にも吹奏楽の町として知られていることから，「吹奏楽フェスタ」や「吹奏楽セミナー」などの音楽活動が行われています。
◆　絵画や美術に対する造詣を深めるため，「さつま美術展」や「まちなか美術館」の開催，さらに文化協会主催による県内でも珍しい「こども文化祭」を開催していますが，「さつま美術展」においては，高校生以上の出展が少ないことが課題となっています。
◆　町内には，県指定文化財９件，町指定文化財６６件があり，適正な保存管理のため，所有者や委託による管理に努めています。
◆　文化財の活用にあっては，文化財ボランティア（愛称：さつまガイド）を組織し，地域の文化財をガイドすることで，「さつま学」の推進の一翼を担っていますが，ボランティアガイドの高齢化が進んでいることから，若年層のガイド育成が課題となっています。
◆　毎年，郷土芸能祭を開催するほか，町内の民俗芸能団体に道具などの整備に要する助成を行っていますが，三味線奏者などを含め後継者不足などにより年々継承が難しくなっていることから，後継者育成が課題となっています。
◆　県や町，民間企業等の開発行為に対し，埋蔵文化財の保存の必要性を周知し，保護に努めています。
◆　民族資料館の活用を図るため，定期的な展示替えや企画展・特別展を開催していますが，現在整備中の県立北薩広域公園歴史ゾーンと併せた企画展等の開催により，更なる集客率の向上対策が求められています。
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[bookmark: _Toc35438060][bookmark: _Toc35438335]さつま町教育大綱
教育大綱の基本理念は，本町の教育行政の最も基本的な考え方を示し
たものです。
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[image: ]
Ⅰ 基本理念

さつまの挑戦　未来を拓く　人づくり


Ⅱ 目指す姿・人物像


[image: Z:\4010 総合振興計画\25～第2次総合振興計画策定に向けて\☆002基本構想\画像\さつまる\さつま町イメージキャラクタおすわりポーズ.jpg]さ らなる一歩を目指す 子ども
（志の高い 児童生徒）
つ ねに努力する 先生
（学び続け，次の一手を工夫し 考える教師）
ま あるい 家庭
（慈・厳のバランスのとれた躾をする保護者）
町 をあげての 取り組み
（教育力の向上・生涯学習に努める地域住民）









Ⅲ 教育の取り組みにおける視点


１　時代を超えて変わらない価値のあるものの尊重
２　社会の変化に対応し，夢や希望を実現する能力の育成
３　学校・家庭・地域・企業等の積極的な連携・協働
４　郷土の教育的な伝統や風土の活用と未来への継承
Ⅳ 教育の基本目標


～　笑顔が輝き夢に向かってチャレンジする
人間性豊かな「さつまっ子」の育成　～
Ⅴ 教育基本方針


子どもの笑顔と輝きを「オールさつま」で育む教育活動の推進
「さつま学」の推進による人間性豊かな人づくり



· 第2次さつま町総合振興計画【教育関係体系図】平成28年3月策定
【町の将来像】
ひと・まち・自然　みんなで紡ぐ　さつま町
【基本方針】　　　　　　≪まちづくりの姿勢≫　
語らいで育む，連携と役割を担うまち
ひと
交流、連携、協働など、人と人がお互いのつながりの中において、様々な場面で活発にふれあい、子どもから高齢者まで、だれもがいつまでも自分らしく安心して生活できるまちを目指します。
まち
悠久の歴史と個性のある地域が育んできた豊かな生活文化を守るとともに、これらの個性や人材を活かしながら地域活動や産業活動を促進し、まちの活力を創出します。

自然
紫尾山や川内川、温泉、ホタルなどの豊かな自然や生物との共生を図るとともに、その恵みを享受できる取り組みを進めます。









【基本目標】
基本目標1 まちぐるみで育む，子どもの笑顔が輝くまち
≪基本施策≫
1　子どもと親が安心して暮らせるまちづくり
2　まちのみんなで子育てを応援するまちづくり
3　郷土に誇りを持ち，志の高い子どもを育てるまちづくり
基本目標2 希望に満ちて，生涯をいきいきと暮らせるまち
基本目標3 ともに認めあい，支えあうまち
基本目標4 安全・安心の輪を広げるまち
基本目標5 価値ある資源が活かされるまち
基本目標6 さつま学の推進による人間性豊かなまち
≪基本施策≫
１　未来につなぐ生涯学習のまちづくり
２　生涯スポーツ推進のまちづくり
３　歴史と文化の薫るまちづくり
基本目標7 みんなに優しく魅力あふれるまち
基本目標8 豊かな自然を守り，水と緑に癒されるまち
基本目標9 ふるさとを見直し，資源を大切にするまち
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[bookmark: _Toc35438061][bookmark: _Toc35438336]第２次さつま町教育振興基本計画







第２次
 さつま町教育振興基本計画
第２次さつま町教育振興基本計画は，さつま町教育大綱の基本理念の実現に向けた取り組みを計画的に推進するため，基本施策及び基本項目を定めます。
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教育基本施策の
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教育基本施策
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第２次さつま町
教育振興基本計画
さつま町教育大綱

さつま町教育大綱

Ⅰ　基本理念
さつまの挑戦　未来を拓く　人づくり
Ⅱ　目指す姿・人物像




　　　　　　　　　さ　　　つ　　　ま　　　町

Ⅲ 教育の取り組みにおける視点
１　時代を超えて変わらない価値のあるものの尊重
２　社会の変化に対応し，夢や希望を実現する能力の育成
３　学校・家庭・地域・企業等の積極的な連携・協働
４　郷土の教育的な伝統や風土の活用と未来への継承

Ⅳ 教育基本目標
～笑顔が輝き夢に向かってチャレンジする
人間性豊かな「さつまっ子」の育成～
Ⅴ 教育基本方針
子どもの笑顔と輝きを「オールさつま」で育む教育活動の推進
「さつま学」の推進による人間性豊かな人づくり
第２次さつま町教育振興基本計画


Ⅵ  教育基本施策１　子どもと親が安心して暮らせる幼児教育の充実



２　まちのみんなで子育てを応援する教育環境の充実


３　郷土に誇りを持ち，志の高い子どもを育てる学校教育の充実


４　未来につなぐ生涯学習の推進


５　生涯を通じていきいきと元気で楽しめるスポーツの振興



６　歴史と文化の薫る「さつま学」の推進と郷土愛の醸成
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1. [bookmark: _Toc35438062][bookmark: _Toc35438337]教育基本施策と教育基本項目
教育大綱で定めた基本理念を実現するための方策として，教育基本方針（１０年間）に沿った６つの教育基本施策（５年間）に沿った教育基本項目をを定め“オールさつまで子どもを育てる環境づくり”を推進します。
教育基本方針



　　
　　　子どもの笑顔と輝きを「オールさつま」で育む教育活動の推進

教育基本施策 １
   子どもと親が安心して暮らせる幼児教育の充実





教育基本施策の方向性




	★　教育基本項目　★

	Ⅰ　子育て環境の充実
　１　母子保健サービスの充実
　２　保育サービスの充実
Ⅱ　保護者の経済的負担軽減
　１　医療費等の助成
２　保育料以外の経費に係る保護者負担の軽減
Ⅲ　きめ細やかな子育て支援
１　児童虐待防止への取り組み
２　地域療育支援体制の構築
３　乳児家庭全戸訪問事業
４　思春期から妊婦までの支援



教育基本施策　２
まちのみんなで子育てを応援する教育環境の充実





教育基本施策の方向性




	★　教育基本項目　★

	Ⅰ　子育てを支援する地域づくり
　１　子育て支援拠点事業の充実
　２　子育てに関する情報提供の充実
　３　子育て世代包括支援センター等の開設
　４　未就園児に対する子育て支援の充実
Ⅱ　子どもが健やかに成長する環境の整備
１　放課後児童クラブ等の充実
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教育基本施策
教育基本項目
第２次さつま町
教育振興基本計画
教育振興基本計画



教育基本施策　３
郷土に誇りを持ち，志の高い子どもを育てる
学校教育の充実





教育基本施策の方向性




	★　教育基本項目　★

	Ⅰ　幼児教育の充実
1　就学前教育充実
Ⅱ　教育行政の推進
1　開かれた教育委員会運営の推進
2　教育行政の計画的で効果的施策等の推進
3　学校規模適正化の推進
4　再編小・中学校の学校運営におけるフォローアップの強化
5　安全で安心して学べる学校施設及び環境の整備
Ⅲ　学校教育の充実
1　自己実現を図るための確かな学力の育成
2　豊かな心と健やかな体を育む教育の推進
3　多様化するニーズや社会の変化に対応した教育の推進
4　信頼される学校づくりの推進
Ⅳ　薩摩中央高等学校との連携
1　小・中・高連携教育の推進
2　高等学校振興対策の強化	
Ⅴ　学校給食の充実
1　安全安心な学校給食の提供



　オールさつまで子どもを育てる環境づくり






















教育基本方針


「さつま学」の推進による人間性豊かな人づくり

未来につなぐ生涯学習の推進
教育基本施策　４





教育基本施策の方向性




	★　教育基本項目　★

	Ⅰ　家庭教育の推進
1　家庭教育学級や講座等の推進
（あらゆる機会における意識啓発と学ぶ機会の拡充）
2　ＰＴＡ活動の推進・充実	
3　「早ね・早おき・朝ごはん」運動の推進
4　子どもの読書活動の推進	
5　家庭教育に関する相談体制の充実	
Ⅱ　青少年の健全育成
1　学校・地域団体との連携及び「さつまの日」を中心とした健全育成の体制整備
2　地域おける体験学習の推進による青少年の育成
3　青少年クラブの育成と自主的活動の推進
（個性豊かでたくましい青少年の育成）
4　非行防止体制の充実
5　人権教育・人権啓発の取り組みの充実
6　有害図書から守るための取り組みの推進
Ⅲ　生涯学習の推進
1　魅力ある生涯学習講座の開設及び生涯学習環境の充実
2　区公民館及び公民会活動の充実
3　人材バンク活用等による社会参加の促進
4　社会教育団体及び有志指導者の育成
5　学習成果の還元の機会や場の提供
6　人権意識の高揚を図る啓発・広報活動の充実
7　人権学習の機会の充実
8　子ども読書活動推進計画に基づく図書室（館）事業の充実
9　社会教育施設の改修と有効利用の促進














教育基本施策　５
生涯を通じていきいきと元気で楽しめる
スポーツの振興



教育基本施策の方向性




	★　教育基本項目　★

	Ⅰ　スポーツを通じた健康づくりと生涯スポーツの推進
1　各種大会，教室内容等の充実
2　ニュースポーツの普及促進
3　学校体育施設の利用促進
4　地域スポーツコーディネーターの育成
5　多世代参加型スポーツ活動の支援	
Ⅱ　競技力の向上と団体等の育成・支援
1　競技スポーツ教室等の開催
2　県体や全国大会等出場選手の支援
3　町体育協会等との連携強化
4　スポーツ少年団指導者育成の強化
5　スポーツ合宿の施設利用の充実
6　第７５回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会」
第２０回全国障害者スポーツ大会の開催
Ⅲ　スポーツ少年団活動を通じた青少年育成の促進
1　スポーツ少年団指導者，保護者の研修
2　適切な活動のための環境整備
Ⅳ　社会体育施設の適切な維持管理と有効活用の促進
1　利用者ニーズの把握と効率的運営
2　既存施設の有効活用



教育基本施策　６
歴史と文化の薫る「さつま学」の推進と
郷土愛の醸成





教育基本施策の方向性




	★　教育基本項目　★

	Ⅰ　芸術文化の創造と郷土文化の継承
１　新たな文化施設等の建設
２　国指定宮之城島津家墓所の活用
３　芸術文化の鑑賞及び活動機会の提供
（芸術文化の創造と地域性豊かな文化づくりの推進）
４　文化施設の管理と充実
５　郷土の文化財の保存と活用
（歴史民俗資料館施設の活用と充実）
６　観光・文化財ボランティアの育成と活躍の場の創出
７　伝統的工芸品の伝承活動の促進



　オールさつまで子どもを育てる環境づくり
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[bookmark: _Toc35438063][bookmark: _Toc35438338]教育基本施策の方向性
教育基本施策１
≪方向性≫

子どもと親が安心して暮らせる幼児教育の充実


Ⅰ　子育て環境の充実
　　◆　妊娠・出産・新生児期及び乳幼児期における健康診断や保健指導の充実を図り，妊娠・出産から育児への継続的な相談・指導による支援体制の確保を図ります。
◆　母子手帳交付をスタートに，行政や地域が温かく寄り添い，親としての知識や情報提供に努め，子どもが育つことへの楽しみや喜びを共有します。
◆　妊娠から出産，育児で困ったときは，行政の支援や地域の協力など，身近に相談できる体制の周知により，安心して子育てができる環境づくりに努めます。
◆　産後の母親に対して，産科病院又は助産施設等を利用し，宿泊型のサービスを提供するなど，出産に関する不安を解消し，安心して育児できるよう産後ケアの体制づくりに努めます。
◆　子どもの父母だけではなく，祖父母や身内，地域の方々と行政が連携し，大切な子どもの育ちを守ります。
◆　保護者の就労と子育ての両立を支援するため，休日保育・延長保育・病児保育等の特別保育サービスの充実に努めます。
Ⅱ　保護者の経済的負担軽減
◆　中学校卒業までの子どもの保険診療にかかる医療費や，ひとり親家庭等の子どもと親の保険診療にかかる医療費，予防接種費用の助成，保育料以外に係る経費など，保護者の経済的負担の軽減を図ります。
Ⅲ　きめ細やかな子育て支援
◆　児童虐待の発生防止や早期発見・早期対応のため警察署，児童相談所，医療機関等との連携強化に努めます。
　　◆　要保護・要支援児童について，保健師・幼稚園・保育所・認定こども園等・医療機関・療育機関・学校と連携し，個々に合ったきめ細やかな支援の充実を図ります。
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　　◆　将来の父親・母親になる児童生徒に対するいのちを育む教育や，保護者を対象にした育児フォーラムなど，充実した子育て支援に努めます。
教育基本施策・基本
基目に基づく施策
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教育基本施策２
≪方向性≫
まちのみんなで子育てを応援する教育環境の充実　　　　　


Ⅰ　子育てを支援する地域づくり　　
　　◆　育児の仲間づくりを支援し，育児についての不安感などの解消を図るため，子育て支援拠点事業の充実に努めます。
　　◆　若い保護者や核家族の保護者が地域で孤立しないよう，保健師，民生委員，子育て支援センター等の関係機関と連携し，相談・助言・情報提供を行える体制を整えるとともに，子育て世代包括支援センター等の設置による妊娠・出産・子育てへの切れ目のない支援に努めます。
◆　未就園児を対象とした交流保育の場を設け，保護者同士の交流や子育て情報の提供などに努め，情報共有できる機会の充実を図ります。
Ⅱ　子どもが健やかに成長する環境の整備
　　◆　放課後児童クラブ利用希望者の増加に対応できるよう，保育事業所，教育委員会，学校，地域と連携し放課後児童クラブの設置，充実に努めます。
　　◆　保育所での一時保育や児童養護施設への短期入所の活用に結び付くよう情報の周知に努めます。

教育基本施策３
≪方向性≫

郷土に誇りを持ち，志の高い子どもを育てる
学校教育の充実


Ⅰ　幼児教育の充実
　　◆　思いやりの心や基本的生活習慣を身に付けさせる教育に努め，規範意識が培われる指導の充実に努めます。
    ◆　幼稚園・保育所･小学校と連携し，情報を共有しながら義務教育への円滑な接続を図ります。
　　◆　子どもの発達段階に応じた，適切な支援体制による教育・指導に努めます。
Ⅱ　教育行政の推進
◆　教育は，日本国憲法や教育基本法をはじめとする教育関係諸法令に基づき，人格の完成を目指し，個性を尊重し，個人の能力を伸長し，自立した人間を育て，国家や社会の形成者である国民を育成することを使命としています。この使命は，いかに時代が変わろうとも変わることはありません。
　　◆　子どもたちの「生きる力」を育むため，知識・技能だけでなく，学習意欲や考える力を含む「確かな学力」の向上を図るとともに，安全・安心で快適に学べる環境の整備に努めます。
◆　子どもや保護者の多様なニーズに対応するため，相談体制の充実を図る　　とともに，子育てを社会全体で支援する取り組みを進めるとともに，子どもたち一人ひとりの教育的ニーズを把握し，それぞれに合った適切な支援や援助に努めます。
Ⅲ　学校教育の充実
　　◆　児童生徒の学びをより充実させるため，「さつまの３構え」をこれまで以上に推進し，集中して学習に取り組む環境と雰囲気づくりに努めるとともに，夏休み期間等に本町出身の大学生等を活用した「さつまっ子チャレンジ教室」の実施や地域の個性を活かした「さつま学」を推進するなど，特色のある教育環境づくりに努めます。
　　◆　学力向上に向けて，問題解決的な学習など教員の指導法の改善等を図り，基礎的・基本的な知識・技能を活かす力を培うとともに，家庭学習の充実を図ります。
　　◆　不登校児童生徒の解消に向け，スクールソーシャルワーカー・教育相談員を積極的に活用するとともに，適応指導教室や地域・関係機関等との連携の強化を図ります。
　　◆　福祉関係部局との連携や特別支援教育支援員の活動強化等により，特別支援教育の充実を図ります。
◆　複式学級の解消や教育環境の充実のため，学校再編計画等を策定し学校規模の適正化を図ります。
　  ◆　学校施設の計画的な整備を図り，教育環境の充実を図ります。
Ⅳ　薩摩中央高等学校との連携
◆　小中高連携研究会を通じ，教員の情報交換や主に学力向上に向けた研修活動の充実を図ります。
◆　薩摩中央高等学校振興対策協議会を中心に，中学生の進路希望等の現状 を把握・分析し確かな募集定員確保のための支援に努めます。
また，奨学資金制度など薩摩中央高等学校に進学する生徒に対する支援に努めます。
さらに，農業分野や福祉分野など特色のある学科が設置されていることから，地域との交流や行事への参画など，特色ある学校づくりを支援し，「行きたい高校」，「目指す進路」となるよう，学校・企業・関係機関等と連携した取り組みを推進します。

Ⅴ　学校給食の充実
◆　学校給食は，児童生徒が教科学習を離れて，教師や級友と共に食事をする「楽しい活動の場」であり，他の教育活動には見られない効果が期待されます。
◆　豊かな心や人間性，社会性を育成する上からも，学校給食を教育活動の  中に適切に位置づけ，関係機関と連携し，「食育」に関する取り組みを積極的に推進します。
◆　子どもたちに基本的な食習慣を身に付けさせるため，学校や家庭，地域において，あらゆる機会を通じて「早ね・早おき・朝ごはん」運動の展開に努めます。
◆　地元産食材を積極的に活用しながら，安全・安心で近年の食生活，食文化に対応すべくバランスの取れた献立の提供に努めるとともに，給食指導については，栄養教諭等との連携を図りながら，学校の年間指導計画を工夫するなど，より効果的な取り組みを進めます。
◆　給食センターの運営や調理作業の効率化を図るため，施設の改善を含めた機械設備の計画的な整備に努めるとともに，学校再編計画と合わせた学校給食センターの統廃合や業務委託について検討します。
◆　食材購入に当たっては，関係機関との連携を一層強化し，産地確認を行うなど生産者の交流を深め，地元産の優先的使用に努めます。











教育基本施策４
≪方向性≫

未来につなぐ生涯学習の推進


Ⅰ　家庭教育の推進
　 ◆　家庭教育学級や諸講座，研修会などの機会を通じて，町全体で家庭教育を支えるための意識啓発の推進を図ります。
　 ◆　学校・幼稚園・保育所・認定こども園等と連携し，乳幼児学級や家庭教育学級を開設し，家庭教育の役割や子育ての重要性について，認識を高める機会の拡充を図ります。また，保護者が集まる機会を活用し，学童期子育て支援講座や思春期子育て講座の実施に努めます。
Ⅱ　青少年の健全育成
　 ◆　学校・子ども会・ＰＴＡ・青少年団体・ボランティア団体及び青少年育成町民会議等との連携を一層強化するとともに，「さつまの日」を中心とした青少年育成活動の定着を図り，地域ぐるみで，幼児・児童生徒，青少年の健全育成を支える体制構築に努めます。
　 ◆　ジュニアリーダークラブや高校生クラブ，青年団などの活動を支援し，青少年の地域行事への参加など自主的な活動の促進を図ります。
　 ◆　地域団体と連携し，地域に根ざしたボランティア活動を実施し，青少年の健全育成を図ります。
Ⅲ　生涯学習の推進
◆　町民の学習意欲を喚起し，生涯学習への関心を一層高めるため，広報活動に努め，社会教育関係団体等と連携・協力して学習講座の開催に努めます。
◆　生涯学習に関する「さつまの郷　ししょどん」（人材バンク）の活用による町民・高齢者の生きがいづくりや女性の社会参加の促進を図ります。
◆　社会教育団体や地域で活躍する人材（有志指導者）の育成及び活動支援を充実し，地域の活性化に努めます。また，地域の高齢者や人材を活用し，地域の自然・歴史・文化を学ぶ講座など，学習活動をまちづくりに活かすための講座の調査研究に努めます。
◆　地域ネットワークの拠点となる区公民館及び公民会の地域活動を支援するとともに，出前講座の実施により，地域における学習機会の拡充を図ります。
◆　学習成果の還元を図るために，情報提供や活動場所の提供，交流機会の創出，ネットワーク構築への支援などを推進し，また，町民大会を開催し，学習成果の還元及び波及を図ります。
◆　屋地楽習館や鶴田中央公民館，こども図書館の図書室の蔵書の充実や連携した検索，貸出業務の利便性の向上を図るとともに，施設の整備充実について検討を進めます。

教育基本施策５
≪方向性≫
生涯を通じていきいきと元気で楽しめるスポーツの振興



Ⅰ　スポーツを通じた健康づくりと生涯スポーツの推進
◆　各種スポーツ大会や教室，講座等の内容・運営方法等をより一層改善・工夫し，多様化するスポーツニーズへの対応と参加者の拡充に努めます。
◆　健康づくりのスポーツ活動に対応するため，ウォーキングやジョギング，ニュースポーツなどの軽スポーツの普及に努めます。
◆　町民が気軽にスポーツに触れ，楽しめるよう，身近な活動拠点としての学校体育施設の開放を促進し，地域におけるスポーツ行事やスポーツ同好会，スポーツ少年団等の活動の支援に努めます。
◆　地域のころばん会，サロン等の場を活用し，生涯スポーツとしてのニュースポーツの普及を図り，町民の健康づくりの支援に努めます。
◆　町民や地域のスポーツ活動をコーディネートし，支援する指導者の育成を図り，町民の健康づくり，体力づくりの促進活動の充実に努めます。
◆　コミュニティスポーツクラブなど多世代参加型のスポーツ活動を推進し，様々な年齢層のスポーツ交流を通して，元気で活力のあるまちづくりに努めます。
　Ⅱ　競技力の向上と競技団体の育成・支援
◆　町体育協会や競技専門部会との連携・協力体制を強化・充実し，スポーツ団体の育成，競技力向上の支援に努めます。
◆　スポーツ少年団や部活動における指導力向上のため，指導者育成の強化に努め，競技スポーツの競技力向上に繋がるよう努めます。
◆　県民体育大会や県下一周駅伝等で，地区代表として出場する選手への援助や，各種競技の九州・全国大会へ出場する選手・団体への援助を行い，競技力向上の支援に努めます。
◆　競技スポーツ教室の開催やスポーツコンベンションによるスポーツ合宿等の機会を活用したスポーツ交流により競技力の向上を図ります。
◆　スポーツコンベンションによるスポーツ合宿等の受入体制充実のため，施設利用面での取り組みを促進し，利用者満足度の向上を図ります。
◆　第７５回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会」の実施競技（少年ラグビー大会）を通じて，全国に本町の魅力をアピールするとともに，大会を通じた「関係人口」の構築を図り，ラグビー大会の積極的な誘致に努めスポーツコンベンションの推進を図ります。
Ⅲ　スポーツ少年団活動を通じた青少年育成の推進
◆　指導者や保護者の研修を通じ，「心身ともに健全で，子どもらしい明るい表情を持った元気な子どもに育てる」基本理念の意識付けを図るとともに，活動の７つの心得※を念頭に置いたスポーツ少年団活動の促進を図ります。
◆　スポーツ活動一辺倒の少年団活動や，勝利至上主義の指導などを見直し，主役である団員たちにとって，より良い活動ができるような環境整備に努めます。
※ ７つの心得
　　  １　子どものスポーツは「遊び」であり，それは「楽しく」なくてはなりません。
　　  ２　子どものスポーツで最も大切なことは，友達と一緒にプレーすることです。
３　すべての子どもに同じ時間プレーさせてあげてください。
４　子どもたちに勝ちと負けの両方を学ばせてください。
５　対外試合より，クラブでの練習を！
６　子どものスポーツバラエティに富んだ活動が大切！
７　子どもにとっての「楽しいスポーツ」にいっしょにつくりあげていきましょう！

　Ⅳ　社会体育施設の適切な維持管理と有効活用
◆　より多くの町民が，健康づくり，体力づくりの場として，あるいは競技力向上のために社会体育施設を活用できるよう，利用者ニーズを把握し，効率的な施設運営と計画的な維持管理に努めます。
◆　学校体育施設を地域スポーツ活動の拠点とし，地域社会体育の促進が図られるよう，学校施設開放による既存施設の有効活用に努めます。











教育基本施策６
≪方向性≫
歴史と文化の薫る「さつま学」の推進と郷土愛の醸成　　　　　　　　　　　


Ⅰ　芸術文化の創造と郷土文化の継承
　  ◆　町民の芸術文化への認識を高めるため，「さつま美術展」の開催や「みやんじょ吹奏楽フェスタ」，舞台芸術等の鑑賞機会の提供に努めます。
　　◆　地域の文化団体との連携を密にし，活発な活動ができるよう支援に努めます。
　　◆　民俗芸能保存事業の活用の周知と併せ，発表の場の確保等により民俗芸能伝承活動の支援に努めます。
　　◆　宮之城文化センターの老朽化が指摘されることから，計画的な改修に努めるとともに，新たな文化施設の建設について協議，検討を進めます。
　　◆　観光・文化財ボランティアガイドの育成と併せ，学校や地域の学習機会などを捉え，積極的な活動を行えるよう活躍の場の創出に努めます。
◆　指定文化財については，所有者の協力を得ながら，適正な管理に努めます。
◆　埋蔵文化財については，遺跡の性格や歴史的意義を明確にしながら保存に努めます。
◆　宮之城歴史資料センターは，県立北薩広域公園歴史ゾーンの整備と併せ，連携したイベント等の実施に努めます。
また，周遊ルートにあたる宗功寺墓地については，新たに国指定文化財として指定されたことから積極的な情報発信に努め，魅力ある歴史・観光スポットとしの拠点づくりに努めます。
◆　貴重な文化・産業遺産である永野金山と山ヶ野金山との連携したイベント等の開催により，文化・産業遺産の有効活用に努めます。
◆　鶴田和紙，薩摩切子，宮之城花器など，伝統的工芸品の保存伝承に努めます。
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   子どもと親が安心して暮らせる幼児教育の充実
教育基本施策 １
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まちのみんなで子育てを応援する教育環境の充実
教育基本施策　２
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※総合施策　町長部局と教育委員会部局が総合的に連携して取り組む施策
※教育施策（次頁以降）　教育委員会部局が中心となり各関係課等と連携して取り組む施策
郷土に誇りを持ち，志の高い子どもを育てる
学校教育の充実
教育基本施策　３
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	★　教育基本項目　★

	Ⅰ　幼児教育の充実
1　就学前教育充実
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	★　教育基本項目　★

	Ⅱ　教育行政の推進
1　開かれた教育委員会運営の推進
2　教育行政の計画的で効果的施策等の推進
3　学校規模適正化の推進
4　再編小・中学校の学校運営におけるフォローアップの強化
5　安全で安心して学べる学校施設及び環境の整備
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	★　教育基本項目　★

	Ⅲ　学校教育の充実
1　自己実現を図るための確かな学力の育成
2　豊かな心と健やかな体を育む教育の推進
3　多様化するニーズや社会の変化に対応した教育の推進
4　信頼される学校づくりの推進
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	★　教育基本項目　★

	Ⅳ　薩摩中央高等学校との連携
1　小・中・高連携教育の推進
2　高等学校振興対策の強化	
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	★　教育基本項目　★

	Ⅴ　学校給食の充実
1　安全安心な学校給食の提供
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教育基本施策　４
未来につなぐ生涯学習の推進
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	★　教育基本項目　★

	Ⅰ　家庭教育の推進
1　家庭教育学級や講座等の推進
（あらゆる機会における意識啓発と学ぶ機会の拡充）
2　ＰＴＡ活動の推進・充実	
3　「早寝・早起き・朝ごはん」運動の推進（再掲）
4　子どもの読書活動の推進	
5　家庭教育に関する相談体制の充実	


[image: ]






















	★　教育基本項目　★

	Ⅱ　青少年の健全育成
1  学校・地域団体との連携及び「さつまの日」を中心とした健全育成の
体制整備
2　地域おける体験学習の推進による青少年の育成
3　青少年クラブの育成と自主的活動の推進
（個性豊かでたくましい青少年の育成）
4　非行防止体制の充実
5　人権教育・人権啓発の取り組みの充実
6　有害図書から守るための取り組みの推進
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	★　教育基本項目　★

	Ⅲ　生涯学習の推進
1　魅力ある生涯学習講座の開設及び生涯学習環境の充実
2　区公民館及び公民会活動の充実
3　人材バンク活用等による社会参加の促進
4　社会教育団体及び有志指導者の育成
5　学習成果の還元の機会や場の提供
6　人権意識の高揚を図る啓発・広報活動の充実（再掲）
7　人権学習の機会の充実（再掲）
8　子ども読書活動推進計画に基づく図書室（館）事業の充実
9　社会教育施設の改修と有効利用の促進
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教育基本施策　５
生涯を通じていきいきと元気で楽しめる
スポーツの振興
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	★　教育基本項目　★

	Ⅰ　スポーツを通じた健康づくりと生涯スポーツの推進
1　各種大会，教室内容等の充実
2　ニュースポーツの普及促進
3　学校体育施設の利用促進
4　地域スポーツコーディネーターの育成
5　多世代参加型スポーツ活動の支援	
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	★　教育基本項目　★

	Ⅱ　競技力の向上と団体等の育成・支援
1　競技スポーツ教室等の開催
2　県体や全国大会等出場選手の支援
3　町体育協会等との連携強化
4　スポーツ少年団指導者育成の強化
5　スポーツ合宿の施設利用の充実
6　第７５回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」・かごし大会
第２０回全国障害者スポーツ大会の開催
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	★　教育基本項目　★

	Ⅲ　スポーツ少年団活動を通じた青少年育成の促進
1　スポーツ少年団指導者，保護者の研修
2　適切な活動のための環境整備
Ⅳ　社会体育施設の適切な維持管理と有効活用の促進
1　利用者ニーズの把握と効率的運営
2　既存施設の有効活用
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	★　教育基本項目　★

	Ⅴ　社会体育施設の適切な維持管理と有効活用の促進
1　利用者ニーズの把握と効率的運営
2　既存施設の有効活用
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教育基本施策　６
歴史と文化の薫る「さつま学」の推進と
郷土愛の醸成
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	★　教育基本項目　★

	Ⅰ　芸術文化の創造と郷土文化の継承
１　新たな文化施設等の建設
２　国指定宮之城島津家墓所の活用
３　芸術文化の鑑賞及び活動機会の提供
（芸術文化の創造と地域性豊かな文化づくりの推進）
４　文化施設の管理と充実
５　郷土の文化財の保存と活用
（歴史民俗資料館施設の活用と充実）
６　観光・文化財ボランティアの育成と活躍の場の創出
７　伝統的工芸品の伝承活動の促進
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Satsuma Town
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[bookmark: _Toc35438065][bookmark: _Toc35438340]計画の進行管理
本計画の進行管理にあたっては，町長と教育委員会で構成する「さつま町総合教育会議」での協議のほか，関係各課と十分に協議・調整を行い，教育大綱の基本理念の実現に向けた取り組みを推進します。

また，本計画に基づき，毎年度策定する「教育行政の概要」において，当該年度における施策や事務事業を明らかにするとともに，取り組み結果については，「教育委員会の事務に関する点検評価報告書」として毎年度作成します。

さらに，「教育に関し学識経験を有する者からの知見と活用」による外部評価を行い，外部評価委員の意見等を付して議会に提出するとともに，町ホームページで公表します。

施策の点検・評価・見直し本計画を確実に推進するため，計画（Plan），実行（Do），評価（Check），改善（Act）のマネジメントサイクル（PDCA サイクル）により，計画の進行管理を行います。
改善
評価
実施
計画
P D C A
サイクル
PLAN
DO
CHECK
ACTION









点検・評価・見直しの中で取り組み内容の見直しや新規事業の企画・立案などを行います。
なお，本計画は計画の進捗状況のフォローアップの結果や社会環境の変化等の状況を踏まえ，必要に応じ見直しを行うこととします。
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· さつま町教育振興基本計画（平成27年3月策定）後期計画

【基本目標】　「教育と文化の薫る生涯学習推進のまち」

基本理念Ⅰ
時代の変化に主体的に対応できる人間性豊かでたくましい人材の育成

基本理念Ⅱ
「さつま町」の教育的な伝統や風土を生かした活力ある教育活動の推進

【教育目標】
人格形成の基礎を培う幼児教育の充実
主な取り組み①・・・就学前教育の充実
主な取り組み②・・・幼稚園における子育て支援の充実
自立する力を育て，郷土に誇りをもつ志の高い児童生徒を育成する学校教育の推進
主な取り組み①・・・自己実現を図るための確かな学力の育成
主な取り組み②・・・豊かな心と健やかな体を育む教育の推進
主な取り組み③・・・多様化するニーズや社会の変化に対応した教育の推進
主な取り組み④・・・信頼される学校づくりの推進
家庭の教育力の再生・地域の教育力の向上
主な取り組み①・・・家庭教育の推進
主な取り組み②・・・青少年が健やかに育つ地域の教育環境の充実
町民・地域が一体となった生涯学習・スポーツ・文化の創造
主な取り組み①・・・生涯学習推進体制及び生涯学習環境の充実
主な取り組み②・・・生涯スポーツの振興
主な取り組み③・・・芸術文化の創造と郷土文化の継承




· さつま町立小・中学校規模適正化計画　第2次再編計画　　　　　　　（平成29年10月策定）

【学校規模適正化　第2次再編計画の方針】
第1次再編計画に引き続き，複式学級の解消を基本とし，平成28年度の各学校の実態や今後の児童数の推移より検討する。
【再編計画】
○小学校
	目標年次
	再編対象校
	再編場所

	平成34年4月
	鶴田小学校
流水小学校
	現　鶴田中学校

	―
	求名小学校
永野小学校
中津川小学校
	現　薩摩中学校



○中学校　（※さつま町立小・中学校規模適正化計画第1次再編計画より）
平成31年4月より，さつま町内すべての中学校（山崎中学校，宮之城中学校，鶴田中学校，薩摩中学校）が再編し，宮之城中学校となる。

○通学手段について
1. 通学方法
通学に利用できる民間路線及びコミュニティーバス・乗合タクシーを優先して利用する。
運行便数は，登校1便，下校2便とする。
2. 費用負担
全額町負担とする。
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さつま町教育振興基本計画検討委員会設置要綱
（設置）
第１条　教育基本法（平成18年法律第120号）第１７条第２項の規定に基づき，本町の実情に応じた教育振興の施策に関する基本計画を検討するため，さつま町教育振興基本計画検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。
（所掌事務）
第２条　委員会は，さつま町教育委員会教育長（以下「教育長」という。）から諮問された事項を審議し，その結果を教育長に答申する。
（組織）
第３条　委員会は，２０人以内の委員で組織する。
２　委員は，教育について，識見を有する者のうちから，教育長が委嘱する。
３　委員の任期は，委員会における審議結果を教育長に答申するまでの間とする。
（会長及び副会長）
第４条　委員会に，会長及び副会長を各１人置き，委員の互選によりこれを定める。
２　会長は，委員会の会務を総理し，委員会を代表する。
３　副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき，又は会長が欠けたときは，その職務を代理する。
（会議）
第５条　委員会の会議（以下「会議」という。）は，会長が招集する。
２　会議は，委員の過半数の出席がなければ開くことができない。
３　会長は，会議の議長となり，議事を整理する。
４　会長は，審議のため必要があると認めたときは，関係職員その他会長が適当と認める者を会議に出席させ，関係事務について説明させ，又は意見を述べさせることができる。
（庶務）
第６条　委員会の庶務は，教育委員会教育総務課において処理する。
（その他）
第７条　この告示に定められたもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は会長が定める。
附　則
この告示は，平成２１年６月１日から施行する。
附　則
この告示は，平成３１年４月１日から施行する。
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さつま町教育振興基本計画検討委員会経過記録

	平成３１（令和元）年度

	１　教育振興基本計画策定に係るアンケート調査の内容等についての審議，決定（定例教育委員会）
２　アンケート調査の実施
　　９月２日～１０月１５日
　　【幼稚園・保育園】　保護者，園長，教諭
　　【小学校】　小学校３年生の保護者
小学校５・６年生児
小学校長，教諭
　　【中学校】　２・３年生の保護者各１学級選出
　　　　　　　　２・３年生の生徒各１学級選出
　　　　　　　　中学校長，教諭
　　　　　　　　各区公民館長

	

	第１回検討委員会
令和元年１１月２６日（火）
ア　委嘱状交付
 イ　会長，副会長の選出
ウ　教育大綱及び教育振興計画（素案）について
エ アンケート調査の結果について
 オ　今後の進め方等について

	さつま町総合教育会議
令和２年１月２８日（火）開催
さつま町教育大綱（案）審議，決定（町長，教育長，教育委員）

	令和元年１月２４日（金）
※　各委員に教育振興基本計画（案）を事前送付

	第２回検討委員会
令和２年１月３０日（木）
　 　教育振興基本計画（案）の審議

	第２回検討委員会（中止），検討委員への計画（案）配布，
令和２年３月３日（月）～令和２年３月１２日（木）
教育振興基本計画（最終案）に対する意見，要望等の提出

	●　会長，副会長
最終案に対する意見，要望等の修正及び最終決定
●　第２次さつま町教育振興基本計画製本，印刷配布
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町の歳入歳出決算額の推移（億円）
歳入決算額	H17	H18	H19	H20	H21	H22	H23	H24	H25	H26	H27	H28	H29	H30	162.79	168.38	163.19	149.41	159.05000000000001	156.71	149.66999999999999	155.74	158.1	156.30000000000001	154.16	149.57	157.93	151.80000000000001	歳出決算額	H17	H18	H19	H20	H21	H22	H23	H24	H25	H26	H27	H28	H29	H30	156.84	161.6	154.53	139.32	150.91	147.29	140.75	145.05000000000001	144.07	142.88	143.83000000000001	134.94	144.96	142.91	歳入決算額	
H17	H18	H19	H20	H21	H22	H23	H24	H25	H26	H27	H28	H29	H30	162.79	168.38	163.19	149.41	159.05000000000001	156.71	149.66999999999999	155.74	158.1	156.30000000000001	154.16	149.57	157.93	151.80000000000001	歳出決算額	
H17	H18	H19	H20	H21	H22	H23	H24	H25	H26	H27	H28	H29	H30	156.84	161.6	154.53	139.32	150.91	147.29	140.75	145.05000000000001	144.07	142.88	143.83000000000001	134.94	144.96	142.91	


普通交付税の推移（億円）
普通交付税	
H17	H23	H24	H25	H26	H27	H28	H29	H30	R元	54	60	60	60	57	54	51	49	45	44	

地方債残高（億円）と実質公債費比率※（％）の推移
地方債残高（億円）	
H17	H18	H19	H20	H21	H22	H23	H24	H25	H26	H27	H28	H29	H30	236.25	230.07	216.84	203.13	190.7	179.29	168.16	163.59	158.97	152.24	145.47	135.83000000000001	132.07	134.38999999999999	実質公債費比率（％）	
20.2	19.899999999999999	19.5	18.5	18	16.600000000000001	15.5	13.6	11.6	9.3000000000000007	7.6	6.4	5.3	4.7	
教育費歳出決算額（億円）と歳出決算額に占める教育費の割合（％）の推移
教育費歳出決算額	
H17	H18	H19	H20	H21	H22	H23	H24	H25	H26	H27	H28	H29	H30	14.254106459999999	11.200628460000001	10.94268039	11.30811181	13.01569859	11.383232120000001	10.363677900000001	11.17839455	11.348153999999999	10.7941786	12.629183599999999	12.77424122	14.011204060000001	18.012374340000001	歳出決算額に占める教育費の割合	
H17	H18	H19	H20	H21	H22	H23	H24	H25	H26	H27	H28	H29	H30	9.0883106732976273	6.9310819678217825	7.0812660260143652	8.116646432672983	8.6248085547677427	7.7284487202118282	7.3631814564831268	7.7065801792485349	7.8768334837231908	7.5547162653975377	8.7806324132656606	9.4666082851637778	9.6655657146799125	12.603998558533345	

15歳未満	
昭和60年(1985年)	平成2年(1990年)	平成7年(1995年)	平成12年(2000年)	平成17年(2005年)	平成22年(2010年)	平成27年(2015年)	0.18187821952185973	0.17204005092385508	0.15830993923456879	0.14071932969887674	0.12663500467144193	0.11813015886183582	0.11571428571428571	15～64歳	
昭和60年(1985年)	平成2年(1990年)	平成7年(1995年)	平成12年(2000年)	平成17年(2005年)	平成22年(2010年)	平成27年(2015年)	0.62306828688416327	0.59315968757526749	0.55428023169041607	0.53660678350590907	0.52588757396449703	0.52830893027500103	0.5044642857142857	65歳以上	
昭和60年(1985年)	平成2年(1990年)	平成7年(1995年)	平成12年(2000年)	平成17年(2005年)	平成22年(2010年)	平成27年(2015年)	0.19505349359397703	0.23466262946013833	0.28740982907501511	0.32267388679521425	0.34747742136406107	0.35356091086316316	0.37821428571428573	不詳	
昭和60年(1985年)	平成2年(1990年)	平成7年(1995年)	平成12年(2000年)	平成17年(2005年)	平成22年(2010年)	平成27年(2015年)	0	1.3763204073908406E-4	0	0	0	0	1.6071428571428571E-3	



さつま町在住外国人の推移
在住外国人数	
Ｈ26年度	Ｈ27年度	Ｈ28年度	Ｈ29年度	Ｈ30年度	R元年度	147	177	200	247	339	405	
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5わからない

【幼・保等保護者】幼稚園・保育園は，園の情報を家庭や

地域の方に提供していると思いますか
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1大変楽しく感じている

2だいたい楽しく感じている

3あまり楽しく感じていない

4わからない

【■幼・保等保護者　■幼・保等園長，職員】お子さん

（園児）は，幼稚園・保育園を楽しく感じていますか
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1よく取り組んでいる
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3あまり取り組んでいない

4わからない

【幼・保等保護者】幼稚園・保育園は，お子さんの保育に

よく取り組んでいると思いますか
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1しつけの仕方

2子どもの交友関係

3子どもとの接し方

4子どもの将来のこと

5健康面のこと

6その他

7特になし

【幼・保等保護者】家庭での子育てについての悩みはあり

ますか
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【幼・保等保護者】幼稚園・保育園は，子どものことにつ

いて相談にのってくれますか
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1よくする

2だいたいする

3あまりしない

4ほとんどしない

【■幼・保等保護者　■幼・保等園長，職員】お子さんは，あいさつをしますか
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1よく聞く

2だいたい聞く

3あまり聞かない

4ほとんど聞かない

【幼・保等保護者】お子さんは，注意を聞きますか
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1よくする

2だいたいする

3あまりしない

4ほとんどしない

【幼・保等保護者】お子さんは，家の手伝いをしますか
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1よく定着している

2だいたい定着している

3あまり定着していない

4ほとんど定着していない

【幼・保等園長，職員】 園児は，基本的生活習慣が定着し

ていますか
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1よく身についている

2だいたい身についている

3あまり身についていない

4ほとんど身についていない

【■幼・保等保護者　■幼・保等園長，職員】お子さん

は，身の回りの整頓の習慣が身についていますか
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1つながりが強くなっている

2変わらない

3つながりが弱くなっている

4わからない

【幼・保等保護者】あなたの子どもの時代と比べて，家庭

と地域のつながりが変化していると思いますか
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1

社会全体として他人の関与や干渉を歓迎しない風潮が

ある

2親が多忙になり，近隣で顔を合わせる機会が少ない

3

地域全体で取り組む行事が減少し，親交を深める機会

が少なくなった

4

自分自身の安全のため，他人への注意や声かけを控え

る傾向がある

5

地域とのつながりを持つ必要性を感じない（関わりを

持つこと自体が負担である）

6

子どもが少なくなり，年代の差が大きくなったので，

関わりが少ない

7その他

【幼・保等保護者】つながりが弱くなった原因は何だと思いますか（１つ選択）
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【■児童・■生徒】あなたが住んでいる「さつま町」は好きですか。

1とても好き

2まあまあ好き

3あまり好きではない

4好きではない
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【■児童・■生徒】さつま町の気に入っているところは何ですか。（１つ選択）

1まわりの人が親切で優しいところ

2山や川，温泉などの自然に恵まれているところ

3地元でとれる食べ物がおいしいところ

4歴史や伝統，文化など誇れるものが多いところ

5空気や水がきれいなところ

6気候が自分にあっている

7安心して活動ができる

8風景や景色がきれいなところ

9

地域行事やお祭，イベントなど，たくさんの

行事があるところ

10その他

27.7%

22.3%

5.8%

7.3%

4.9%

1.5%

7.3%

6.3%

15.5%

1.5%

24.5%

13.2%

5.7%

0.0%

18.9%

5.7%

11.3%

5.7%

13.2%

1.9%


image71.emf
1山や川，温泉などの自然

2ふるさとの料理

3踊りや太鼓などの郷土芸能

4町の観光や特産品

5民話などの郷土の話

6地理や郷土の歴史

7地元でとれる農作物，魚，作られる商品

8地元の産業

9町のしくみや予算，税金など

10その他

【■児童・■生徒】さつま町についてもっと知りたいことは何ですか。
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【■児童・■生徒】あなたは，学校が楽しいですか。

1とても楽しい。

2まあまあ楽しい。

3あまり楽しくない。

4楽しくない。
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【■児童・■生徒】どんなことが原因で学校が楽しくないと感じますか。

1学習のこと

2部活動のこと 

3友だちのこと

4先生のこと

5その他
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【■小・中保護者　■小・中校長・教師】お子さんは，学校を楽しく感じていると思いますか。

1大変楽しく感じている

2だいたい楽しく感じている

3あまり楽しく感じていない

4わからない

31.7%

63.8%

3.7%

0.7%

32.4%

67.6%

0.0%

0.0%


image75.emf
【■児童・■生徒】あなたはなぜ，勉強することが大事なのか，わかりますか。

1よくわかっている

2だいたいわかっている

3あまりわからない

4まったくわからない

45.4%

50.0%

4.2%

0.5%

35.6%

60.3%

4.1%

0.0%


image76.emf
【小・中校長・教師】あなたは，授業において児童生徒の学習意欲を感じますか。

1よく感じる

3だいたい感じる

3あまり感じない

4ほとんど感じない

23.5%

73.5%

2.9%

0.0%


image77.emf
1読み書きや計算など基礎的・基本的学力の育成

2思考力や判断力を培う応用・発展的内容の学習

3表現力やコミニュケーション能力の育成

4体力や運動能力の育成

5自他共によりよく生きる力を育む道徳教育

6命の大切さを学ぶ教育や体験学習

7社会体験，自然体験などの体験学習

8読書活動

9人権教育

10平和教育

11芸術教育

12環境教育

13情報教育・情報モラル教育

14国際理解教育（語学教育含む）

15

職業観・勤労観など自立した社会人として必要

な資質・能力を身に付けさせるキャリア教育

16給食や食農体験を通した食育

17消費者教育・金融教育

18健康・安全教育

19郷土さつま町の歴史や伝統，文化を学ぶ教育

20さつま町の基幹産業に関した教育

21社会奉仕・社会貢献活動

22保護者の子育てや教育に対する学習

23その他

【小・中校長・教師】学校で特に力を入れる必要があると思う教育活動は何ですか。（５つ選択）

15.5%

14.3%

16.7%

6.0%

5.4%

8.9%

1.2%

4.2%

5.4%

0.0%

0.6%

2.4%

4.2%

1.2%

4.8%

1.8%

0.6%

0.0%

2.4%

2.4%

2.4%

0.0%

0.0%


image78.emf
【■児童・■生徒】授業をどれくらい理解していると感じますか。

1全部理解している

2ほとんど理解している

3半分理解している

4ほとんど理解していない

5まったく理解していない

6.5%

62.2%

28.1%

3.2%

0.0%

2.9%

41.4%

41.4%

10.0%

4.3%


image79.emf
1授業の進み方が速すぎるから

2授業の内容がむずかしいから

3先生の説明がわかりにくいから

4今までに学習したことがわからないから

5宿題をしていないから

6予習・復習をしていないから

7苦手や嫌いな教科が多いから

8その他

【■児童・■生徒】授業を理解していないという理由はなんだと感じますか。

1.6%

46.9%

4.7%

4.7%

1.6%

9.4%

26.6%

4.7%

5.6%

31.5%

22.2%

3.7%

0.0%

16.7%

16.7%

3.7%


image80.emf
【小・中校長・教師】あなたの学校の児童生徒は，学習の内容をどの程度理解していると思いますか。

1大部分を理解している

2だいたい理解している

3あまり理解していない

4わからない

2.9%

88.2%

8.8%

0.0%


image81.emf
【■児童・■生徒】自分専用の携帯電話やスマートフォンなどを持っていますか。（複数回答可）

1携帯電話を持っている

2スマートフォンを持っている

3タブレットを持っている

4パソコンを持っている

5何も持っていない

17.8%

9.1%

23.5%

1.7%

47.8%

3.8%

21.5%

35.4%

7.6%

31.6%


image82.emf
1気をつけていることがある

2気をつけていることはない

【■児童・■生徒】インターネットを利用しているとき，何か気をつけていることがありますか。

54.3%

45.7%

51.4%

48.6%


image83.emf
1よく気をつけている

2気をつけている

3普通

4気をつけていない

5まったく気をつけていない

【小・中保護者】お子さんはインターネットを利用するときのマナーや注意点を理解し，気をつけていると思

いますか。

26.6%

30.3%

33.2%

7.8%

2.0%


image84.emf
1朝，一人で起床することが難しくなった

2夜更かしが増えた

3食事中も情報機器を手放さなくなった

4情報機器の操作に夢中になり，家族との会話が減った

5情報機器の操作をやめさせようとすると粗暴になる

6朝食など食事を取らなくなった（食事の量が減った）

7影響は出ていない

【小・中保護者】お子さんが情報機器の利用を始めたことにより，健康や家庭生活を送る上で悪影響がでてい

ると感じることはありますか。（該当するものを全て選んでください。）

4.0%

17.1%

5.5%

10.2%

9.5%

0.7%

53.1%
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過小規模校 小規模校 適正規模校 大規模校 過大規模校

5学級以下 6～11学級 12～18学級 19～30学級 31学級以上

ー 宮之城中(16) ー

区分

小学校

(学級数)

流水小(5)

永野小(3)　中津川小(5)

山崎小(8)　佐志小(7)

鶴田小(8　)柏原小(8)

求名小(8)

ー

ー 盈進小(26) ー

中学校

(学級数)

ー


image86.emf
Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度

2017 2018 2019 2017 2018 2019

8 8 8 5 4

通常の学級 6 6 5 通常の学級 6 6

特別支援学級 2 2 3 特別支援学級 2 1

25 26 26 12 12 16

通常の学級 17 18 16 通常の学級 6 6 6

特別支援学級 8 8 10 特別支援学級 2 2 3

5 5 5 5 5

通常の学級 4 4 4 通常の学級 6 6

特別支援学級 1 1 1 特別支援学級 2 2

7 7 7 4 4

通常の学級 6 6 6 通常の学級 6 6

特別支援学級 1 1 1 特別支援学級 1 1

8 8 8 26 25 16

通常の学級 6 6 6 通常の学級 6 6 6

特別支援学級 2 2 2 特別支援学級 7 6 3

8 8 8

通常の学級 6 6 6

特別支援学級 2 2 2

7 7 8

通常の学級 5 5 6

特別支援学級 2 2 2

3 3 3

通常の学級 3 3 3

特別支援学級 0 0 0

6 5 5

通常の学級 5 4 4

特別支援学級 1 1 1

77 77 78

通常の学級 58 58 56

特別支援学級 19 19 22

学校名

山崎小学校 山崎中学校

再編

盈進小学校 宮之城中学校

単位：学級 単位：学級

合     計

鶴田小学校 合     計

柏原小学校

求名小学校

永野小学校

中津川小学校

流水小学校 鶴田中学校

再編

佐志小学校 薩摩中学校

再編

学校名
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R元年度 R2年度 R3年度 R5年度 R6年度 R7年度

2019 2020 2021 2023 2024 2025

1山崎小学校 62 59 48 1 45 42 44 47

2盈進小学校 538 523 521 2 495 476 461 443

3流水小学校 37 40 38 3 68 75 71 67

4佐志小学校 74 78 78 113 104 94 88

5鶴田小学校 110 97 96 （流水小） 37 35 36 37

6柏原小学校 94 94 98 （鶴田小） 76 69 58 51

7求名小学校 49 43 42 5 92 86 89 82

8中津川小学校 32 34 38 6 37 31 29 26

9永野小学校 23 18 16 7 37 35 32 33

1,019 986 975 8 16 17 12 12

小学校計 903 866 832 798

単位：人

中津川小学校

永野小学校

4

R4年度

2022

盈進小学校

佐志小学校

鶴田小学校

柏原小学校

求名小学校

小学校

小学校計

山崎小学校


image1.jpeg




image88.emf
R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

2020 2021 2022 2023 2024 2025

1山崎小学校 12 3 8 1 8 7 11 6

2盈進小学校 77 97 63 2 63 66 72 68

3流水小学校 7 7 5 3 9 17 7 9

4佐志小学校 15 10 9 11 16 11 14

5鶴田小学校 11 11 6 （流水小） 5 6 4 8

6柏原小学校 9 16 18 （鶴田小） 6 10 7 6

7求名小学校 6 4 4 5 18 9 20 10

8中津川小学校 5 9 6 6 4 5 4 3

9永野小学校 2 1 5 7 6 3 5 5

144 158 124 8 5 2 0 2

小学校計 124 125 130 117

単位：人

小学校

小学校計

R4年度

2022

山崎小学校

盈進小学校

佐志小学校

4

鶴田小学校

柏原小学校

求名小学校

中津川小学校

永野小学校


image89.emf
R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

宮之城中学校 505 508 510 542 527 522 477

旧山崎中学校 33 33 33 39 34 29 21

旧宮之城中学校 320 314 333 339 339 320 310

旧鶴田中学校 94 96 89 110 105 118 99

旧薩摩中学校 58 65 55 54 49 55 47

単位：人

中学校


image90.emf
R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

新宮之城中学校 177 169 196 162 164 151 144

旧山崎中学校 15 13 11 10 8 3 12

旧宮之城中学校 106 120 113 106 101 103 99

旧鶴田中学校 35 24 51 30 37 32 20

旧薩摩中学校 21 12 21 16 18 13 13

入学予定者

中学校

単位：人


image91.emf
人数（人） 率

1徒歩 209 41.3%

2自転車 128 25.3%

3バス 169 33.4%

506

区分


image92.emf
生徒数（人）

民間運営バス 87 100% 51.5%

①　宮之城-上川内線 8 9.2%

②　宮之城-大口線

③　薩摩中央高校線

④　宮之城-鹿児島線 6 6.9%

通学優先バス 82 100% 48.5%

①　北原線 12 14.6%

②　柊野紫尾線 9 11.0%

③　登尾線 6 7.3%

④　中津川線 18 22.0%

⑤　泊野線 10 12.2%

⑥　栗野線 8 9.8%

⑦　金山線 19 23.2%

169 100.0%

バス通学者　合計

バス通学者 利用率

73 83.9%


image93.emf
区分 土地(㎡) 建物(㎡) 建物の構成比(％)

庁舎 21,134.79 10,795.49 6.6%

学校 288,010.69 56,712.97 34.5%

公営住宅 147,911.60 28,333.35 17.2%

公園 676,139.65 6,353.08 3.9%

その他 681,584.22 62,306.89 37.9%

合計 1,814,780.95 164,501.78 100.0%

資料：公共施設等総合管理計画(平成29年3月)


image94.emf
1

家庭が子どもの心の居場所となる温かい雰囲気を

つくること

2家族の団らんの時間を設け子どもと会話すること

3子どもの良いところや良い行動をほめること

4できるだけ子どもと一緒に食事をすること

5

子どもと一緒に遊んだり，読書したりするふれあ

いの時間を持つこと

6保護者が子どもの手本となること

7家族ぐるみで地域の人とのつながりをつくること

8健康や安全

9その他

10特になし

【幼・保等保護者】家庭でいつも気を付けていることはどんなことですか。（３つ以内で選択）

17.9%

15.4%

18.8%

17.1%

11.1%

1.7%

3.4%

13.7%

0.0%

0.9%


image95.emf
【幼・保等保護者】家庭で力を入れてしつけていることは何ですか。（３つ選択）

1

早寝，早起き，朝ご飯や時間を守ることなどの

基本的生活習慣を身に付けること

2

あいさつや「ありがとう」が言えるなど，礼儀

正しくすること

3困難にあったとき，がまんして乗り越えること

4自分や他人の命や心を大切にすること

5自分や人と協力したり，助け合ったりすること

6自然や物を大切にすること

7栄養のバランスを考えて食べること

8家の手伝いをすること

9

自然体験やボランティア体験など，さまざまな

体験をすること

10

善悪の判断やルールを守ることなど，規範意識

を身に付けて行動すること。

11

思いやりの心を持ち，うそをついたり，他人を

傷つけたりしない

12自分のことは自分でできるようにすること

13その他

17.4%

28.8%

1.5%

7.6%

4.5%

2.3%

0.8%

3.8%

0.0%

7.6%

16.7%

8.3%

0.8%


image96.emf
1

以前と比べて向上している

2

以前と比べて変わらない

3

以前と比べて低下している

4

わからない

【幼・保等園長，職員】あなたが子どもの時代と比べて，現在の園児にはモラルや規範意識の変化が見られます

か。

6.5%

6.5%

77.4%

9.7%


image97.emf
1社会の中の大人が規範意識をもって行動し，良きモデルになる

2町をあげて，家庭・親への意識づけを行う活動に取り組む

3社会体験学習を充実させる

4外部講師による講話を実施する

5道徳教育を充実させる

6幼・保，小・中が連携を強化する

7家庭と連携を図り，家庭における教育を見直してもらう

8その他

【幼・保等園長，職員】 園児のモラルや規範意識をもっと高めるには，どのようにしたらよいとお考えですか。

31.6%

17.5%

5.3%

0.0%

7.0%

8.8%

29.8%

0.0%
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image98.emf
1つながりが強くなっている

2変わらない。

3つながりが弱くなっている

4わからない

【■幼・保等保護者　■小・中保護者　■区館長】

あなたの子ども時代と比べて，家庭と地域のつながりが変化していると思いますか。

6.8%

22.7%

47.7%

22.7%

4.9%

28.4%

47.4%

19.4%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%
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1以前と比べて向上している

2以前と変わらない

3以前と比べて低下している

4わからない

【■幼・保等保護者　■小・中保護者　■区館長】

あなたの子ども時代と比べて，地域で子どもを育てる環境は変化していますか。

22.7%

15.9%

40.9%

20.5%

6.1%

19.8%

47.1%

27.0%

14.3%

0.0%

71.4%

14.3%


image100.emf
1

家庭が子どもの心の居場所となる温かい

雰囲気をつくること

2

家族の団らんの時間を設け，子どもと会

話すること

3

子どもの良いところや良い行動をほめる

こと

4

できるだけ子どもと一緒に食事すること

5

子どもと一緒に遊んだり，読書したりす

る触れ合いの時間を持つこと

6

保護者が子どもの手本となること

7

家族ぐるみで地域の人とのつながりをつ

くること

8

子どもの健康や安全に配慮すること

9

その他

10

特になし

【■幼・保等園長，職員　■小・中校長・教師】

家庭で特に力を入れてほしいことはどんなことですか（３つ以内で選択）

15.2%

25.0%

8.7%

10.9%

14.1%

14.1%

10.9%

1.1%

0.0%

0.0%

28.3%

18.2%

9.1%

6.1%

16.2%

11.1%

7.1%

4.0%

0.0%

0.0%
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1

地域内での子どもの安全を確保するための

活動をする

2

異なる考えを持った人たちや年配の人たち

との交流を進める

3

地域の歴史や文化，自然を体験し，学ぶ機

会を増やす

4

文化やスポーツなど，子どもの長所やよさ

を伸ばす教育を強化する

5子どもに礼儀やしつけをしっかりと教える

6

保護者・地域住民の地域活動への参加を増

やす

7

保護者・地域住民の学校行事への参加を増

やす

8

児童館や公園など，子どもが安心して遊べ

る空間を整備する

9

親の交流や親交を深める場やイベントを作

る

10特になし

11その他

【■幼・保等保護者　■小・中保護者　■区館長】

子どもを育てるうえで，地域で特に力を入れるべきことはどんなことだと思いますか。

23.6%

15.7%

5.6%

4.5%

9.0%

10.1%

2.2%

0.0%

23.6%

5.6%

0.0%

20.1%

9.3%

7.5%

8.2%

10.4%

6.6%

3.3%

20.7%

4.8%

6.8%

2.4%

7.4%

7.4%

37.0%

3.7%

11.1%

14.8%

3.7%

0.0%

11.1%

0.0%

3.7%
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Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度

2014 2015 2016 2017 2018

講座数 17 20 18 22 26

講座利用者数 2,282 2,121 5,025 5,869 5,464

講座数 18 19 20 23 22

講座利用者数 255 251 288 322 311

単位：講座，人

さつまの郷出前講座

生涯学習講座

区分 講座名


image103.emf
【■小・中保護者　■公民館長】生涯学習をしたいと考えた時の課題はなんだと思いますか。

1時間の余裕がない

2どのような講座や活動があるのかわからない

3費用がかかりすぎる

4希望する講座や活動がない

5勉強・体験する場所が少ない（遠い）

6手続きをすることが面倒である

7一緒に勉強・体験する仲間がいない

8やってみたいが，経験がないので踏み切れない

9家族などの理解・協力がない

10特になし

11その他

51.8%

7.6%

6.8%

8.7%

4.9%

3.0%

3.0%

5.4%

0.5%

7.0%

1.4%

61.1%

0.0%

0.0%

11.1%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

0.0%

5.6%

0.0%


image104.emf
1教室や講座，講習会の種類や内容の充実

2学習情報の得やすさ

3学習活動をする場や機会の増加

4

図書館・公民館・体育館などの設備やサービ

スの充実

5学んだ成果を発表する場や機会の増加

6学んだ成果を生かす場や機会の増加

7

世代間の交流や分野を越えた交流の場・機会

の増加

8地域で学びあう雰囲気の盛り上げ

9特になし

10その他

【■小・中保護者　■公民館長】生涯学習の環境として望むことは何ですか。（３つ選択）
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0.0%

15.4%

26.9%

11.5%

3.8%


image105.emf
1文学や歴史

2伝統芸能や伝統芸術

3音楽や芸術

4政治や経済

5英会話（外国語）

6IT（パソコン，インターネットなど）

7福祉・介護

8体育，スポーツ

9環境問題

10文化遺産や文化財

11健康づくり

12各種資格取得

13子育てに関すること

14ボランティアに関すること

15特になし

16その他

【■小・中保護者　■公民館長】

生涯学習として，あなたが学習してみたい分野，関心があることは何ですか。（３つ選択）
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Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度

2014 2015 2016 2017 2018

参加チーム数 18 16 18 19

参加者数 300 270 310 330

参加チーム数 35 36 35 32

参加者数 570 580 550 512

参加チーム数 18 18

参加者数 2,200 2,100

参加チーム数 7 7 9 9 9

参加者数 350 350 230 230 230

参加チーム数 51 52 52 46

参加者数 316 312 310 276

参加チーム数 23 26 24 22 22

参加者数 287 280 255 240 240

134 155 103 103 109

1,823 3,992 1,105 3,450 1,258

合　計

中止

町綱引選手権大会

単位：チーム，人

町駅伝競大会

グラウンドゴルフ大会

中止

区分

壮年ソフトボール大会

中止

町民バレーボール大会

町民体育祭



大会名
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Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度

2014 2015 2016 2017 2018

団体数 26 24 23 23 23

団員数 439 411 412 388 396

区分

単位：チーム，人
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保育サービスの充実

★　基本項目　★

Ⅱ　保護者の経済的負担軽減

2保育料以外の経費に係る保護者負担の軽減

1医療費等の助成

Ⅲ　きめ細やかな子育て支援

1児童虐待防止への取り組み

2地域療育支援体制の構築

3乳児家庭全戸訪問事業

4思春期から妊婦までの支援

Ⅰ　子育て環境の充実

1母子保健サービスの充実

2
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★　基本項目　★

Ⅰ　子育てを支援する地域づくり

1子育て支援拠点事業の充実

2子育てに関する情報提供の充実

1放課後児童クラブの充実

4未就園児に対する子育て支援の充実

Ⅱ　子どもが健やかに成長する環境の整備

3子育て世代包括支援センター等の開設
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(3) 各種検診や相談業務に関する積極的な情報発信

 [主要施策]

(１)就学時検診における保護者，子ども支援課，幼稚園，保育所，小学校との連携や情報の提供

(2) 幼稚園・保育所・認定こども園等と小学校との連携やその児童に関する情報の共有化

Ⅰ　幼児教育の充実

1就学前教育充実
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ウ 議会への委員会報告と情報公開

(2) 教育行政情報の提供，収集

ア 研修視察等の受入

(１)教育委員会会議及び教育関係委員会等の充実

ア 定例教育委員会の開催

イ 自己評価・事務事業評価，外部評価の実施

Ⅱ　教育行政の推進

1開かれた教育委員会運営の推進

 [主要施策]

イ 広報さつま，再編だより，町ホームページ等による情報発信

イ 研修会への参加及び研修視察等の実施

(3) 町民参加・協働で進める教育行政の推進

ア 教育行政，学校再編等関係説明会の開催
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 [主要施策]

(１)教育振興基本計画及び教育関係各種計画の進行管理

ア 第２次さつま町教育振興基本計画の進行管理及び事業の推進

2教育行政の計画的で効果的施策等の推進

3学校規模適正化の推進

【重点施策】

ア 総合教育会議の開催

イ 町長，議会議員，学校，各種委員等との積極的な情報交換会の開催

イ 各年度における「教育行政の概要」の策定

ウ 総合振興計画実施計画に基づく事務事業評価の実施

(2) 町長部局との横断的な教育施策の連携

Ⅱ　教育行政の推進

(1) 第３次小学校再編に向けた学校規模適正化の検討，協議

4再編小・中学校の学校運営におけるフォローアップの強化

ウ 小学校再編に伴う通学路等の計画的な整備と安全対策の推進

(２)薩摩地区小学校における第２次小学校再編の推進

 [主要施策]

(１)第２次小学校再編に向けた学校施設等の整備促進

ア 小学校再編準備委員会の開催及び重要事項の審議，決定

イ 新たな小学校の建設及び関連施設の整備促進



【重点施策】

(1) 学校教育の情報化の推進

ア ＩＣＴ(情報通信技術）機器の導入による新たな学習環境の整備

イ パソコン１人１台体制や情報化社会への対応力の強化

イ 通学優先バス（通学優先バス，路線バス）の円滑な運行と安全対策の推進

5安全で安心して学べる学校施設及び環境の整備

【重点施策】

(１)小学校・中学校再編再編後の学校運営の円滑な推進

ア 学習環境の整備，充実

ウ ＩＣＴの利活用による学校間，教科教員間の研修機会の創出

エ 学校業務支援システムの導入による効率的な学校運営と働き方改革の推進
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Ⅱ　教育行政の推進

5安全で安心して学べる学校施設及び環境の整備

イ 特別教室等への空気調和施設の導入，検討

ウ 学校施設照明等のＬＥＤ化の推進

(３)通学路交通安全プログラムに基づく点検及び計画的な事業の推進

(１)学校施設長寿命化計画に基づく事業の推進

(２)学習環境，学校職場環境の計画的な環境整備

ア 学校施設の危険箇所，老朽箇所等の定期的な点検と改善

 [主要施策]

ア 奨学資金事業の周知，広報の徹底

イ 新たな償還支援制度の着実な運用と若者定住の促進

ア 教職員住宅の適切な管理と計画的な整備

イ 学校との連携による教職員の町内居住の促進

(５)町奨学資金貸付制度の充実

ア 学校，各関係機関との連携による通学路安全点検の実施

イ 通学路点検結果に基づく計画的な整備

(４)教職員住宅の管理及び計画的な整備統合
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Ⅲ　学校教育の充実

ア 言語活動の充実

イ 「活用する力｣を育成する指導の工夫・改善

(4) 家庭学習の習慣化，充実“さつまタイムの徹底”

(1) 新学習指導要領への対応（「主体的・対話的で深い学び」の実現）

(2) 英語教育の充実（英語スキットコンテストの実施，主体的な英検受検）

(3) 思考力・判断力等の「活用力」の育成

1自己実現を図るための確かな学力の育成

【重点施策】
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1自己実現を図るための確かな学力の育成

イ 個に応じたきめ細かな指導の充実

ウ 少人数指導・複式学習指導の充実

2豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

(ｱ) 「読み・書き・算」等の基礎学力の定着

(ｲ) 授業ラスト１０分の充実

(ｳ) 「さつまの３構え」（物構え･身構え･心構え）の取り組みの充実

 [主要施策]

(１)確かな学力の定着

ア 基礎的・基本的な内容の確実な定着

ウ 情報モラルに関する指導の強化

(3) 道徳教育の推進（「特別の教科 道徳」の完全実施）

(4) 体力・運動能力の向上

(2) 生徒指導の充実（いじめ・不登校児童生徒への積極的対応）

ア いじめや不登校などの学校生活への不適応児童生徒への対応

イ 虐待などの問題への対応

【重点施策】

(1) 全職員で進める人権教育（「Ｍｏｍ」の姿勢で寄り添う人権教育）

ア 道徳教育の推進

イ 体験活動の充実

(2) 人権同和教育の充実

エ 「チャレンジかごしま」への取り組み推進

 [主要施策]

(1) 心の教育の充実

ア 「体力・運動能力調査」の実施

イ 教科体育における指導の充実

ウ 「一校一運動」・教科外体育の充実

ア 人権同和教育の視点に立った授業の実施（人権尊重の態度と実践力の育成）

イ 人権感覚を育む参加型学習の推進


image120.emf
Ⅲ　学校教育の充実

ア 「早ね，早おき，朝ごはん」運動の推進

イ 子ども支援課との連携（歯と口腔の健口推進事業）

3多様化するニーズや社会の変化に対応した教育の推進

ア 「さつま　読書のすすめ」の活用

イ 「さつまっ子　読書奨励賞」の推進

(4) 健康教育の推進

(3) 読書活動の推進

2豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

(2)

郷土教育「さつま学」の積極的な推進

（さつまカルタ，さつま検定，さつまっ子チャレンジ教室）

ア 各学校における校区の特色を生かした「さつま学」の推進

イ 「さつまカルタ」の活用推進

ア 個に応じた指導方法の工夫改善

イ 特別支援教育についての理解と啓発の推進

ウ 専門機関・関連部署との連携強化

【重点施策】

(1) 特別支援教育の充実（全職員で進める特別支援教育，信頼関係の構築）

(4) 外国人児童生徒への対応

ア 学習環境の整備と支援

イ 多言語教育・国際社会教育の推進

イ 情報教育の推進

ウ 情報モラル・個人情報保護等情報管理の徹底

エ 論理的思考力を高めるプログラミング教育の充実

ウ 郷土に誇りを持つ児童生徒の育成

(3) ＩＣＴを活用した教育の充実

ア 教育機器を活用した分かりやすい授業の展開

イ 環境教育（環境問題について学習し，自主的・積極的に環境保全に取り組む教育）

 [主要施策]

(1) 各種教育の推進

ア 国際理解教育の推進
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Ⅲ　学校教育の充実

3多様化するニーズや社会の変化に対応した教育の推進

オ 消費者教育（消費者として，安心して安全で豊かな消費生活を営むための教育）

カ 産業教育（農・工・商業などに従事するために必要な知識，技能を習得させる教育）

4信頼される学校づくりの推進

ウ キャリア教育（社会の中で自分の役割，自分らしい生き方を実現する力を培う教育）

エ 福祉教育・ボランティア教育

(2) 教職員の資質・指導力の向上と働き方改革の推進

ア 信頼される学校づくり

(ｱ) 信頼される学校づくりのための委員会の充実

ア 安全点検の徹底

イ 「学校安全の日」の継続実施

ウ 地域と連携した安全指導の推進

【重点施策】

(1) 安心・安全な学校づくり

(1) 地域に開かれた特色ある学校づくりの推進

ア 学校課題の明確化と経営方針の具体化

イ 積極的な情報発信と学校関係者評価の実施

エ 教職員の働き方改革の推進

(3) 宮之城中学校の円滑・充実した教育活動の推進（信頼に応える学校）

 [主要施策]

(ｲ) 服務指導の充実

イ さつま町教育研究会と連携した校内・校外における教職員研修の充実

ウ 授業力向上に向けた取り組みの推進

ア 小中高連携研究会の充実した研修の推進

イ 小・中学校のスムーズな接続

ウ 土曜授業の取り組みの充実

エ コミュニティ・スクール，学校評議員制度の推進

(2) 小・中・高連携教育の推進
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 [主要施策]

(1) 教職員の情報交換や学力向上など，研修活動の充実

Ⅳ　薩摩中央高等学校との連携

1小・中・高連携教育の推進

(1) 生徒獲得のための支援と情報発信

(2) 地域や企業，各種団体等との交流の促進

(3) 特色ある学校づくりと地域に根ざした魅力あふれる学校づくり

2高等学校振興対策の強化

 [主要施策]
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Ⅴ　学校給食の充実

1安心安全な学校給食の提供

ア 町内産品の優先購入と地元産米による米飯給食の実施

イ 生産農家との交流給食の実施

(3) 学校給食費の保護者負担の軽減

イ 衛生管理に対する意識高揚のための研修会の開催

ウ 食物アレルギー対応マニュアルの活用

(2) 学校給食における地産地消の推進

【重点施策】

(1) 安全安心な学校給食の提供

ア 安全性の確認できる食材の選定

エ 食生活から自然の恩恵や生産者への感謝と生命の尊重

オ 伝統的な食文化や食糧の生産，流通及び消費に対する理解促進

カ 学校生活を豊かに育む社交性や共同の精神の醸成

ア 適切な栄養摂取による健康の保持，増進

イ 正しい食生活とのぞましい食習慣への理解促進

ウ 健全な食生活を営むことができる判断力の養成

(4) 学校給食センターの統合による効率的な業務改善

 [主要施策]

(1) 学校給食法に基づく目標の推進

ア 災害対策としての非常食確保

学校給食センターの管理・運営の推進

ア 安全・安心な給食の提供・推進

イ 経営の健全化の推進

(4) 災害時学校給食の充実



(2) 「食育」の推進

ア 「早寝・早起き・朝ごはん」運動の推進

イ 学校，家庭における食育の推進

ウ 学校給食への地元食材の利用促進

(3)
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(2) 幼稚園・保育所，学校との連携による乳幼児学級や家庭教育学級の開設

(3) 子どもの睡眠と脳を守る！我が家のルール７か条の推進

【重点施策】

(1) 家庭教育学級や各種講座，研修会等の開催

 [主要施策]

(1) 地域ぐるみで子育てを支える環境づくり

(4) ネット・ゲーム依存症防止対策支援の充実

2ＰＴＡ活動の推進・充実

3「早寝・早起き・朝ごはん」運動の推進（再掲）

4子どもの読書活動の推進

5家庭教育に関する相談体制の充実

家庭教育学級や講座等の推進（あらゆる機会における意識啓発と学ぶ機会の拡充）

Ⅰ　家庭教育の推進

1
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4非行防止体制の充実

5人権教育・人権啓発の取り組みの充実

学校応援団の活用

3青少年クラブの育成と自主的活動の推進（個性豊かでたくましい青少年の育成）

【重点施策】

1学校・地域団体との連携及び「さつまの日」を中心とした健全育成の体制整備

Ⅱ　青少年の健全育成

 [主要施策]

(1) 青少年が健やかに育つ地域の教育環境の充実

(2) ジュニア・リーダークラブ，青年団等の育成

(3)

2地域における体験学習の推進による青少年の育成

(1) 「さつまの日」の推進

6有害図書から守るための取り組みの推進
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1魅力ある生涯学習講座の開設及び生涯学習環境の充実

3人材バンク活用等による社会参加の促進

4社会教育団体及び有志指導者の育成

(1) 社会教育関係団体等との連携・協力した魅力ある生涯学習講座の開設

高齢者学級等の充実

指導者の育成

(2)

(3)

【重点施策】

(2) 時代に即した自治活動の再考

 [主要施策]

2区公民館及び公民会活動の充実

(1) 区公民館及び公民会の地域活動の支援

Ⅲ　生涯学習の推進

8子ども読書活動推進計画に基づく図書室（館）事業の充実

9社会教育施設の改修と有効利用の促進

(1) ブックスタート事業やおはなしの部屋等による心豊かな子どもづくりと子育て支援

(2) 図書室やこども図書館の機能充実と利用促進

(3) 学校図書室，県立図書館との連携による取り組みの推進

(4) 読書グループの育成

5学習成果の還元の機会や場の提供

6人権意識の高揚を図る啓発・広報活動の充実（再掲）

7人権学習の機会の充実（再掲）
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4地域スポーツコーディネーターの育成

5多世代参加型スポーツ活動の支援

(2) マイライフ・マイスポーツ運動の推進

(1) スポーツ推進委員の定期的な研修会等による資質向上

(3) 各種イベントを通じた健康づくりの普及促進

(4) 多様化するスポーツニーズに対応した各種大会の見直し

ニュースポーツの普及促進

(3) スポーツ教室，大会等の充実

 [主要施策]

3学校体育施設の利用促進

(1) 気軽に楽しめる健康づくりのための軽スポーツの普及促進

(1) 各種スポーツ競技団体の活動支援

2

(2) 各種スポーツ大会の開催と参加促進

Ⅰ　スポーツを通じた健康づくりと生涯スポーツの推進

【重点施策】

1各種大会，教室内容等の充実

(1) 町民総参加によるスポーツ活動の推進による運動機会の創造
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【重点施策】

1競技スポーツ教室等の開催

(1) 多様な町民ニーズに応えるスポーツ大会の開催

4スポーツ少年団指導者育成の強化

(1) スポーツ競技で活躍する選手・団体等の育成，支援

5スポーツ合宿の施設利用の充実

3町体育協会等との連携強化

(1) 各種競技大会の積極的な誘致

(2)

トップアスリートやスポーツ選手，プロスポーツ団体等の招致によるスポーツ教室等

の開催

6

第７５回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」・かごしま大会

第２０回全国障害者スポーツ大会の開催

(2) 「まごころ」のおもてなしで歓迎する町民運動の推進

(3) 国体開催による「関係人口」の構築と大会後のフォローアップ

(1) 広報啓発活動による国体開催気運の醸成とさつま町のＰＲ強化

 [主要施策]

Ⅱ　競技力の向上と団体等の育成・支援

2県体や全国大会等出場選手の支援
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 [主要施策]

1スポーツ少年団指導者，保護者の研修

2適切な活動のための環境整備

(1) 指導者等の資質向上

(2) スポーツ少年団組織の充実と望ましい団活動の運営支援

Ⅲ　スポーツ少年団活動を通じた青少年育成の促進
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Ⅳ　社会体育施設の適切な維持管理と有効活用の促進

 [主要施策]

1利用者ニーズの把握と効率的運営

(1) 社会体育施設の計画的な整備

2既存施設の有効活用
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 [主要施策]

3芸術文化の鑑賞及び活動機会の提供（芸術文化の創造と地域性豊かな文化づくりの推進）

(1) 文化施設等建設計画の検討

2国指定宮之城島津家墓所の活用

(1) 宮之城島津墓所のさつま学伝承と魅力情報発信

(2) 国指定史跡自治体と連携した歴史探訪拠点づくり

Ⅰ　芸術文化の創造と郷土文化の継承

(2) 埋蔵文化財の調査と保護

(3) 老朽化した施設の適切な維持管理と計画的な改修

イ 視聴覚教育機材・教材の整備充実と活用促進

4文化施設の管理と充実

(1) 国・県・町指定文化財の保存と活用

 [主要施策]

ア 学習情報の収集と提供

(5) 視聴覚ライブラリーの活用促進

(1) 郷土学習「さつま学」の推進

(2) 幼児・青少年や一般成人を対象とした芸術鑑賞機会の提供

(3) 絵画を中心とした美術活動の推進

(4) 吹奏楽をはじめとする音楽活動の推進及び奨励

【重点施策】

1新たな文化施設等の建設
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Ⅰ　芸術文化の創造と郷土文化の継承

6観光・文化財ボランティアの育成と活躍の場の創出

(1) 芸術文化団体の育成と支援

7伝統的工芸品の伝承活動の促進

ウ 郷土史研究グループの育成と連携

エ 観光・文化財ボランティアの育成

(2) 収蔵資料の適切な管理・保存と活用

(3) 特別展・企画展の開催

(4) 歴史資料等の調査研究と活用

ア 文化団体の育成と連携

イ 文化財保護団体への活動支援

(1) 歴史民俗資料館施設の管理運営と利用促進

5郷土の文化財の保存と活用（歴史民俗資料館施設の活用と充実）
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過小規模校 小規模校 適正規模校 大規模校 過大規模校

5学級以下 6～11学級

2学級以下 3～11学級

12～18学級 19～30学級 31学級以上



小学校

中学校
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実　施

令和　２年度

令和　２年度

令和　３年度

令和　３年度

令和　４年度

令和　４年度

対　　　　　象

幼稚園教育要領

特別支援学校中学校部学習指導要領

高等学校学習指導要領

特別支援高等部学習指導要領

平成３０年度

幼保連携型認定こども園教育・保育要領

小学校学習指導要領

中学校学習指導要領

特別支援学校幼稚部教育要領

特別支援学校小学校部学習指導要領

保育所保育指針
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区分

昭和60年

(1985年)

平成2年

(1990年)

平成7年

(1995年)

平成12年

(2000年)

平成17年

(2005年)

平成22年

(2010年)

平成27年

(2015年)

人口（人） 30,284 29,063 28,141 27,331 25,688 24,109 22,400

世帯数（世帯） 10,015 10,209 10,168 10,429 10,249 9,969 9,690

世帯当たり人員

（人/世帯）

3.0 2.8 2.8 2.6 2.5 2.4 2.3

資料：国勢調査
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総人口 15歳未満 15～64歳 65歳以上 不詳

昭和60年 （1985年） 30,284 5,508 18,869 5,907 0

平成  2年 （1990年） 29,063 5,000 17,239 6,820 4

平成  7年 （1995年） 28,141 4,455 15,598 8,088 0

平成12年 （2000年） 27,331 3,846 14,666 8,819 0

平成17年 （2005年） 25,688 3,253 13,509 8,926 0

平成22年 （2010年） 24,109 2,848 12,737 8,524 0

平成27年 （2015年） 22,400 2,592 11,300 8,472 36

資料：国勢調査

人口（人）

調査年
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2010年 2040年 2060年

889 509 346

2010年比

▲ 380 ▲ 543
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2010年 2040年 2060年

889 858 790

2010年比

▲ 31 ▲ 99
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2010年 2040年 2060年

2,848 1,636 1,126

2010年比

▲ 1,212 ▲ 1,722
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2010年 2040年 2060年

2,848 2,549 2,399

2010年比

▲ 299 ▲ 449
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2010年 2040年 2060年

781 505 384

2010年比

▲ 276 ▲ 397
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2010年 2040年 2060年

781 696 733

2010年比

▲ 85 ▲ 48
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2010年 2040年 2060年

3,127 2,054 1,395

2010年比

▲ 1,073 ▲ 1,732
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2010年 2040年 2060年

3,127 2,402 2,315

2010年比

▲ 725 ▲ 812


image29.emf
2010年 2040年 2060年

1,858 977 773

2010年比

▲ 881 ▲ 1,085
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2010年 2040年 2060年

1,858 1,017 946

2010年比

▲ 841 ▲ 912
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H17年 H22年 H27年 H31年

2005年 2010年 2015年 2019年

1

山崎小学校 人口 2,555 2,317 2,170 1,866 ▲ 304

世帯 1,060 1,047 1,040 968 ▲ 72

2

盈進小学校 人口 9,518 9,089 8,700 8,444 ▲ 256

世帯 3,936 4,002 3,955 4,156 201

3

平川小学校 人口 894 821 757 677 ▲ 80

世帯 342 357 337 317 ▲ 20

4

白男川小学校 人口 500 436 399 357 ▲ 42

世帯 194 192 190 180 ▲ 10

5

泊野小学校 人口 330 282 234 207 ▲ 27

世帯 151 137 118 109 ▲ 9

6

流水小学校 人口 1,217 1,098 1,012 1,019 7

世帯 528 501 495 536 41

7

佐志小学校 人口 1,594 1,555 1,504 1,470 ▲ 34

世帯 690 691 696 705 9

8

鶴田小学校 人口 2,436 2,312 2,096 1,875 ▲ 221

世帯 911 922 904 864 ▲ 40

9

柊野小学校 人口 282 246 201 163 ▲ 38

世帯 112 114 100 89 ▲ 11

10

柏原小学校 人口 1,618 1,554 1,466 1,404 ▲ 62

世帯 590 615 632 627 ▲ 5

11

紫尾小学校 人口 737 669 600 588 ▲ 12

世帯 269 277 269 299 30

12

求名小学校 人口 1,878 1,684 1,500 1,405 ▲ 95

世帯 735 729 720 735 15

13

永野小学校 人口 1,272 1,100 944 818 ▲ 126

世帯 556 516 481 433 ▲ 48

14

中津川小学校 人口 1,232 1,138 1,001 909 ▲ 92

世帯 460 456 441 430 ▲ 11

人口 26,063 24,301 22,584 21,202 ▲ 1,382

世帯 10,534 10,556 10,378 10,448 70

単位：人，世帯

小学校名 区分

H28年

小学校再編

2016年

1 山崎小学校

増　減

2 盈進小学校

3 流水小学校

4 佐志小学校

5 鶴田小学校

6 柏原小学校

7 求名小学校

8 永野小学校

9 中津川小学校

合  計 合  計
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(単位：人、学級)

学校名 区分

平成22年

(2010年)

平成23年

(2011年)

平成24年

(2012年)

平成25年

(2013年)

平成26年

(2014年)

平成27年

(2015年)

平成28年

(2016年)

平成29年

(2017年)

平成30年

(2018年)

平成31年

(2019年)

児童数

113 106 102 99 95 82 82 75 67

62

学級数

7 7 7 8 8 8 8 8 8

8

児童数

529 513 496 489 491 503 553 546 557

539

学級数

20 19 19 19 19 19 23 25 26

26

児童数

29 32 35 31 31 36 37 38 35

37

学級数

4 4 4 4 4 4 4 5 5

5

児童数

71 80 78 87 90 84 87 78 73

74

学級数

6 6 6 6 6 6 7 7 7

7

児童数

111 107 110 109 109 102 117 118 121

110

学級数

7 7 7 6 6 6 7 8 8

8

児童数

69 74 70 68 70 63 99 95 93

93

学級数

6 6 6 6 7 7 8 8 8

8

児童数

64 57 59 54 55 50 51 56 51

49

学級数

7 7 7 6 6 6 7 7 7

8

児童数

37 33 33 34 33 35 31 28 27

23

学級数

3 4 4 4 4 4 3 3 3

3

児童数

38 34 38 42 35 38 39 38 39

32

学級数

5 4 5 4 5 6 5 6 5

5

児童数

26 26 24 26 20 21

学級数

3 3 3 4 4 3

児童数

12 9 6 7 9 9

学級数

3 3 2 3 2 3

児童数

30 35 39 33 32 33

学級数

4 4 4 4 4 4

児童数

10 12 10 10 11 3

学級数

3 3 3 3 3 1

児童数

18 18 22 25 26 25

学級数

3 3 4 5 4 4

児童数

1,157 1,136 1,122 1,114 1,107 1,084 1,096 1,072 1,063 1,019

学級数

81 80 81 82 82 81 72 77 77 78

山崎小

盈進小

流水小

佐志小

鶴田小

柏原小

求名小

永野小

中津川小

泊野小

平川小

柊野小

紫尾小

平成28年度(2016年度)

より盈進小と再編

平成28年度(2016年度)

より柏原小と再編

白男川小

合計
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(単位：人、学級)

学校名 区分

平成22年

(2010年)

平成23年

(2011年)

平成24年

(2012年)

平成25年

(2013年)

平成26年

(2014年)

平成27年

(2015年)

平成28年

(2016年)

平成29年

(2017年)

平成30年

(2018年)

平成31年

(2019年)

生徒数

330 319 329 340 332 321 322 345 344

506

学級数

10 10 10 10 10 11 11 12 12

16

生徒数

48 49 51 52 45 54 56 48 27

学級数

3 3 3 3 3 5 5 5 4

生徒数

151 134 130 119 112 101 86 83 84

学級数

6 6 5 5 5 5 5 5 5

生徒数

85 82 66 68 61 59 58 50 56

学級数

4 5 4 5 5 5 4 4 4

生徒数

614 584 576 579 550 535 522 526 511 506

学級数

23 24 22 23 23 26 25 26 25 16

山崎中

鶴田中

薩摩中

宮之城中

平成31年度

(2019年度)

4校を１校

に再編

合計


image35.emf
614

584

576

579

550

535

522

526

511

506

23

24

22

23 23

26

25

26

25

16

5

10

15

20

25

30

450

500

550

600

650

700

平成22年

(2010年)

平成23年

(2011年)

平成24年

(2012年)

平成25年

(2013年)

平成26年

(2014年)

平成27年

(2015年)

平成28年

(2016年)

平成29年

(2017年)

平成30年

(2018年)

平成31年

(2019年)

（学級)

(人)

生徒数(人) 学級数(学級)


image36.wmf
50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

国語

社会

算数

理科

町

地区

県


image37.wmf
50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

国語

社会

数学

理科

英語

町

地区

県


image38.wmf
40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

国語

社会

数学

理科

英語

町

地区

県


image39.wmf
-6

-4

-2

0

2

4

6

8

県と町との差の同一集団比較（現中２）

国語

社会

算数・

数学

理科


image40.wmf
H28

小５

H30

中１


image41.wmf
-6

-4

-2

0

2

4

6

8

10

県と町との差の同一集団比較（現中３）

国語

社会

算数・

数学

理科

英語


image42.emf
H27

小５

H29

中１

H30

中２


image43.emf
小学校　教職員数（単位：人）

学校名

平成22年

(2010年)

平成23年

(2011年)

平成24年

(2012年)

平成25年

(2013年)

平成26年

(2014年)

平成27年

(2015年)

平成28年

(2016年)

平成29年

(2017年)

平成30年

(2018年)

平成31年

(2018年)

山崎小学校 11 13 12 14 15 14 13 13 12 12

盈進小学校 27 28 30 28 27 29 32 35 35 34

流水小学校 7 7 7 7 7 7 7 8 8 8

佐志小学校 11 12 12 12 12 11 12 12 12 12

鶴田小学校 13 12 12 11 12 11 12 12 13 14

柏原小学校 10 10 10 10 11 11 13 13 12 12

求名小学校 12 12 12 10 11 10 11 11 12 13

永野小学校 7 8 8 8 8 8 7 7 7 7

中津川小学校 8 7 8 7 8 10 9 10 8 8

白男川小学校 6 6 6 7 7 6

泊野小学校 7 7 3 4 3 5

平川小学校 7 7 8 8 8 7

柊野小学校 6 7 7 7 7 4

紫尾小学校 6 6 8 9 7 7

合計 138 142 143 142 143 140 116 121 119 120

平成28年度(2016年度)

より盈進小と再編

平成28年度(2016年度)

より柏原小と再編
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平成25年
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平成26年

(2014年)

平成27年

(2015年)

平成28年

(2016年)

平成29年

(2017年)

平成30年

(2018年)

平成31年

(2018年)

(人)

教職員数（小学校） 教職員数（中学校）


image45.emf
中学校　教職員数（単位：人）

学校名

平成22年

(2010年)

平成23年

(2011年)

平成24年

(2012年)

平成25年

(2013年)

平成26年

(2014年)

平成27年

(2015年)

平成28年

(2016年)

平成29年

(2017年)

平成30年

(2018年)

平成31年

(2018年)

宮之城中学校 25 25 24 24 24 26 27 28 28 35

山崎中学校 11 11 11 11 11 11 12 12 12

鶴田中学校 16 17 16 16 15 15 14 15 13

薩摩中学校 13 15 13 14 13 13 12 12 12

合計 65 68 64 65 63 65 65 67 65 35

平成31年度

(2019年度)

4校を１校

に再編
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Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 H31-H27年度

2015 2016 2017 2018 2019 増減

知 9 17 23 19 24 15

情 16 28 42 53 51 35

肢 0 1 1 1 1 1

計 25 46 66 73 76 51

知 9 8 7 9 7 △ 2

情 9 11 10 6 8 △ 1

肢 0 0 0 0 1 1

計 18 19 17 15 16 △ 2

知 18 25 30 28 31 13

情 25 39 52 59 59 34

肢 0 1 1 1 2 2

計 43 65 83 88 92 49

単位：人

小

学

校

中

学

校

計

区分
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Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 H31-H27年度

2015 2016 2017 2018 2019 増減

55 80 88 86 92 37

7 19 29 28 35 28

62 99 117 114 127 65

小学校

中学校

計

単位：人

区分
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Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 H31-H27年度

2015 2016 2017 2018 2019 増減

15 15 14 12 12 △ 3

4 5 8 10 10 6

19 20 22 22 22 3

中学校

計

区分

単位：人

小学校


image49.emf
Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 H31-H27年度

2015 2016 2017 2018 2019 増減

11 13 13 13 15 4

1 5 5 5 3 2

12 18 18 18 18 6

単位：人

区分

小学校支援員数　

中学校支援員数　

合　　計
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Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 R元年度

2014 2015 2016 2017 2018 2019

ベトナム 35 83 125 161 254 314

フィリピン 57 47 49 47 36 35

中国 43 32 14 18 21 31

ブラジル 1 1 0 10 17 16

その他 11 14 12 11 11 9

合　計 147 177 200 247 339 405

国名

４月１日現在（Ｒ元年度は12月1日現在）

単位：人
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20ｍシャトルランソフトボール投げ

握力50ｍ走

上体起こし長座体前屈反復横跳び立ち幅跳び

（kg）（回）（cm）（点）（回）（秒）（cm）（ｍ）

全国16.5419.9533.3142.1052.159.37152.2422.15

男

県16.3519.2931.9740.9849.869.39151.6123.02

小子

本町17.6319.2230.9539.1644.149.52153.9425.63

学

全国16.1518.9637.6240.3241.889.60145.9413.77

校女

県15.8718.1235.8339.4541.099.59145.4214.27

子

本町16.7417.9435.6440.4739.899.63148.9015.32

全国28.8427.3643.4452.2486.067.99195.6220.55

男

県27.9826.3641.4151.5384.758.12193.9020.48

中子

本町27.3726.7445.7753.52102.458.01189.4820.69�

学

全国23.8723.8746.2247.3759.878.78170.2612.98

校女

県23.5622.7744.2047.0959.158.89169.4413.00

子

本町24.9622.5947.3648.8365.698.74166.3613.33

【資料：全国体力・運動能力，運動習慣等調査（平成30年度】

）
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1毎朝食べている

2週に4～5日食べる

3週に2～3日食べる

4ほとんど食べない

【■児童・■生徒】朝ごはんは，食べていますか
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2.8%
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1朝は食欲がないから

2

朝ごはんを作っていないか

ら

3時間がないから

4家族が食べないから

5体重管理のため

6その他

【■児童・■生徒】朝ごはんを食べない理由はなんですか

53.6%

10.7%

32.1%

0.0%
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37.5%

0.0%
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1毎朝食べている

2週に4～5日食べる

3週に2～3日食べる

4ほとんど食べない

【小・中保護者】お子さんは，朝ごはんをどれくらいの頻

度で食べていますか

93.3%

3.7%

2.2%

0.7%
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1勉強している

2少年団活動や部活動に参加している

3家の手伝いをしている

4塾(じゅく)や習い事に通っている

5友だちと遊んでいる

6家族と話している

7本を読んでいる

8テレビを見ている

9ゲームをしている

10マンガ本を読んでいる

11

運動や体力づくりをしている

（一人で，家族と）

12パソコン・携帯電話・メールをしている

13家族と買い物に出かける.

14特になにもしていない

15その他

【■児童・■生徒】放課後や休日に何をして過ごしますか特に当てはまるものを3つ以内で選んでください

17.7%
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6.3%

9.4%
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(単位：人、％)
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